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日
本
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
、今
年
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）の
批
准
に
加
え
、Ｅ
Ｕ
と
の
貿
易
交
渉
も

進
め
ら
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
中
、政
府
は
昨
年
一
一
月
、日
本
農
業
の
実

態
を
示
す『
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
』の
概
要
を
発
表
し
た
。五
年

に
一
度
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、日
本
農
業
の
弱
体
化
が
止
ま

ら
な
い
と
い
う
現
実
だ
。

　

一
部
の
農
家
に
農
地
が
集
約
さ
れ
た
が
、農
家
の
廃
業
が
加
速
度
的
に

進
ん
だ
。問
題
は
、耕
作
放
棄
地
が
四
二
万
㌶
と
過
去
最
大
を
更
新
し
て
い

る
こ
と
だ
。日
本
農
業
の
生
産
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

政
府
は
、こ
う
し
た
傾
向
に
対
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
と
併
せ
て
、守
り
か
ら

攻
め
の
農
業
に
転
換
し
、若
い
人
が
夢
を
持
て
る
農
業
を
行
え
る
よ
う
に

万
全
の
対
策
を
講
ず
る
と
し
て
い
る
が
、問
題
は
そ
の
た
め
の
具
体
的
な

対
策
に
欠
け
る
こ
と
だ
。こ
の
点
、新
た
な
動
き
と
し
て
農
林
水
産
省
は
一

月
三
〇
日
、昨
年
四
月
に
制
定
さ
れ
た
都
市
農
業
振
興
基
本
法
を
受
け
て

基
本
計
画
を
策
定
し
た
。こ
れ
ま
で
、市
街
化
区
域
の
農
業
振
興
を
積
極
的

に
図
る
思
想
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、こ
れ
が
大
転
換
す
る
。基
本
計
画
で

は
、「
都
市
農
業
の
多
様
な
機
能
の
発
揮
」と
い
う
政
策
課
題
の
実
現
に
向

け
て
、本
格
的
な
農
業
振
興
施
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

背
景
に
は
、日
本
農
業
を
め
ぐ
る
内
外
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
中

で
、都
市
農
業
に
も「
食
料
自
給
率
向
上
の
一
翼
を
担
う
」「
都
市
住
民
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、地
産
地
消
や
体
験
農
園
、農
福
連
携
な
ど
農
村
地
域

に
お
け
る
六
次
産
業
化
の
モ
デ
ル
を
数
多
く
先
行
的
に
生
み
出
す
」と

い
っ
た
狙
い
が
あ
る
。国
土
・
環
境
保
全
や「
都
市
と
緑
の
共
生
」を
目
指

す
都
市
政
策
上
の
評
価
も
加
わ
る
。

　

都
市
農
業
で
は
、供
給
サ
イ
ド
に
加
え
て
、需
要
サ
イ
ド
の
対
策
こ
そ
重

要
で
あ
ろ
う
。な
に
よ
り
も
、消
費
者
が
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
国
産
品
を

買
い
支
え
る
取
り
組
み
や
仕
組
み
を
つ
く
り
、そ
れ
を
行
政
が
支
援
す
る

こ
と
だ
。と
か
く
安
け
れ
ば
安
い
ほ
ど
良
い
と
い
っ
た
風
潮
が
強
ま
る
中
、

こ
の
都
市
農
業
振
興
へ
の
施
策
を
契
機
と
し
て
、消
費
者
に
は
農
業
へ
の

共
感
と
適
正
価
格
を
見
極
め
る
力
、そ
し
て
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
受
け
入

れ
る
覚
悟
を
期
待
し
た
い
。

株式会社資源・食糧問題研究所 代表

しばた あきお
1976年東京大学農学部卒業後、丸紅株式会社に入社。
2001年に丸紅経済研究所主席研究員、03年副所長、06
年所長、10年4月より代表に就任。11年10月より現職。
農林水産省「食料･農業･農村政策審議会」食品産業部会
委員を歴任。現在、農業農村振興整備部会委員。著書に

『食糧争奪』（日本経済新聞出版社）、『食糧クライシス』（エ
フビー出版）など多数。
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消
費
者
ニ
ー
ズ
に
適
確
対
応

　

国
内
の
食
市
場
が
縮
小
す
る
中
、日
本
の
雇
用
・
所
得

を
守
る
た
め
に
は
、拡
大
す
る
世
界
の
食
市
場
を
目
指
し

た
日
本
産
農
林
水
産
物・食
品（
日
本
産
品
）の
輸
出
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、日
本
食
へ
の
世
界
的
な
関
心
の

高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、官
民
各
方
面
の
努
力
も
あ
り
、

近
年
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
実
績
は
順
調
に
進
展

し
て
い
る
。直
近
で
は
二
〇
一
五
年
の
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
額
が
過
去
最
高
の
七
四
五
二
億
円（
前
年
比
二

一・
八
％
増
）と
な
り
、二
〇
年
の
輸
出
額
一
兆
円
と
い
う

目
標
の
前
倒
し
で
の
達
成
が
視
野
に
入
り
つ
つ
あ
る
状

況
と
な
っ
て
い
る（
図
１
）。

　

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、現
状
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、さ
ら
な
る
高
み
に
向
け
て
、日
本
産
品
の
よ
り
一

層
の
輸
出
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、

供
給
側
に
お
い
て
は
世
界
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
日

本
食
文
化
と
併
せ
て
日
本
産
品
を
世
界
に
発
信
す
る
こ

と
で
、日
本
産
品
の
海
外
に
お
け
る
需
要
を
質
・
量
と
も

に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、需
要
側
に
お
い
て
は
海
外
各
国

に
お
け
る
食
生
活
意
識
・
行
動
の
特
徴
と
実
態
を
踏
ま
え

た
、消
費
者
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
と
な
る
。

　

前
述
の
問
題
意
識
に
よ
り
、本
稿
で
は
、日
本
総
合
研

究
所
が
農
林
水
産
省
食
料
産
業
局
の
委
託
事
業
と
し
て

実
施
し
た「
海
外
に
お
け
る
食
文
化
の
戦
略
的
調
査（
日

本
食
・
食
文
化
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」に
お
い
て
設

置
し
た「
海
外
に
お
け
る
食
文
化
の
戦
略
的
調
査
検
討

会
」の
検
討
成
果
と
し
て
、「
日
本
食
・
食
文
化
の
海
外
普

及
戦
略
」の
概
要（
ポ
イ
ン
ト
）を
紹
介
す
る（
１
）。

　

な
お
、こ
こ
で
い
う「
戦
略
」と
は
、端
的
に
は「
高
い
視

点
か
ら
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
」で
あ
り
、実
効
性
の

高
い
戦
略
を
策
定
す
る
た
め
に
は
、「
現
状
」と「
目
指
す

べ
き
目
標（
将
来
像
）」と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
的
確
に
認
識
し
、

「
目
標
達
成
の
た
め
の
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
手
段
や
ス

テ
ッ
プ
」を
整
え
て
、選
択
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
が
参
考

　

農
林
水
産
省
や
関
係
各
方
面
の
尽
力
に
よ
り
、「
和
食
」

が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録（
二
〇
一
三
年
一

二
月
）（
２
）さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

し
か
し
今
後
、日
本
食
・
食
文
化
を
海
外
に
本
格
的
に

普
及・拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、ま
ず
、日
本
食
文
化
、

食
生
活
の
中
か
ら
世
界
的
に
通
用
す
る
、共
感
を
得
る
理

念（
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
）を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、イ
タ
リ
ア
に
お
け
る「
お
い
し
い
」「
き
れ
い
」

「
た
だ
し
い
」を
基
本
理
念
と
し
た「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運

　
特
集
　
農
水
産
物
輸
出
成
功
の
視
線
　

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
和
食
。味
の
良
さ
や
食
の
安
心
・
安
全
の
信

頼
も
高
く
、海
外
で
は
日
本
食
に
関
心
が
高
ま
って
い
る
。こ
の
よ
う
な
食
の
海
外
事
情

も
あ
って
、官
民
挙
げ
て
日
本
の
農
水
産
物
を
海
外
輸
出
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
って
い

る
。農
林
水
産
省
研
究
会
の
議
論
を
踏
ま
え
た
方
策
の
行
方
を
探
る
。

農
産
物
輸
出
に
は
日
本
食
文
化
の
す
す
め

一般財団法人日本総合研究所　
特別研究本部 本部長・主席研究員

夏目 博人   Hirohito Natsume

なつめ ひろひと
1968年東京都生まれ。96年オレゴン州立大学経営学修士
課程（MBA）修了後、財団法人日本総合研究所入所。2015年
より現職。中央官庁、自治体などの公共政策領域における
戦略・構想策定支援など、幅広い調査研究に従事。
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さ
れ
て
い
る
。

　

主
な
特
徴
と
し
て
、一
つ
目
に
多
様
で
新
鮮
な
食
材
と

そ
の
持
ち
味
の
尊
重
、二
つ
目
に
健
康
的
な
食
生
活
を
支

え
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、三
つ
目
に
自
然
の
美
し
さ
や
季
節

の
移
ろ
い
の
表
現
、四
つ
目
に
正
月
な
ど
の
年
中
行
事
と

の
密
接
な
関
わ
り
、を
挙
げ
て
い
る
。

　
一
方
、「
日
本
食
・
食
文
化
」に
つ
い
て
、農
林
水
産
省
の

日
本
食
文
化
テ
キ
ス
ト
作
成
共
同
研
究
会（
代
表
：
熊
倉

功
夫 

静
岡
文
化
芸
術
大
学
学
長
）の
報
告
書「
和
食
：
日

動
」（
３
）は
、生
産
者
の
も
の
づ
く
り
や
消
費
者
の
食
に
対

す
る
考
え
方
に
、国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
も
多
大
な

影
響
を
与
え
て
い
る
と
と
も
に
、イ
タ
リ
ア
食
・
食
文
化

の
イ
メ
ー
ジ
や
質
の
向
上
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
、ビ
ジ
ネ

ス
に
も
効
果
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
和
食
」と「
日
本
食
・
食
文
化
」の
定
義
に
つ
い

て
確
認
し
て
お
き
た
い
。ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
と
、「
和
食：日

本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」は「
自
然
を
尊
ぶ
」と
い
う
日

本
人
の
気
質
に
基
づ
い
た「
食
」に
関
す
る「
習
わ
し
」と

本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化（
二
〇
一
二
年
三
月
）」で
は
、

幕
末
ま
で
に
完
成
さ
れ
て
い
た
食
文
化
を「
狭
義
の
日
本

食
文
化
」、明
治
維
新
後
、文
明
開
化
以
降
に
新
し
く
工
夫

さ
れ
、日
本
人
の
生
活
の
中
に
定
着
し
た
料
理
、素
材
、調

理
法
、道
具
な
ど
を
含
め
た
も
の
を「
広
義
の
日
本
食
文

化
」と
し
て
い
る
。

　

な
お
、本
稿
で
は
日
本
の
食
を
幅
広
く
普
及
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、「
日
本
食
・
食
文
化
」を
統
一
し
て
用
い
た
。

　
世
界
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

従
来
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、日
本
食
を
幅
広
く「
紹

介
」す
る
傾
向
が
あ
り
、販
売
成
果
を
厳
格
に
求
め
る
姿

勢
が
十
分
だ
っ
た
と
は
言
い
難
く
、こ
れ
か
ら
は
、海
外

各
国
の
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
消
費
者
、外
食
産
業

関
係
者
に
も
幅
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

確
実
に
販
売
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、従
来
以
上
に

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
概
念
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、農

産
物
の
輸
入
規
制
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
対
象
国
・
地
域

ご
と
の
現
行
制
度
の
実
態
把
握
な
ど
を
踏
ま
え
た「
基
本

指
針
」を
策
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
下
、「
海
外
に
お
け
る
食
文
化
の
戦
略
的
調
査
検
討

会
」で
作
成
し
た
指
針
を
紹
介
し
よ
う
。

　
一
つ
目
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
明
確
化
で
あ
る
。な
お
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、消
費
者
に
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

認
識
さ
せ
、購
買
へ
と
誘
導
す
る
た
め
の
活
動
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
広
告
、人
的
販
売
、販
売
促
進
、広
報
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　

日
本
食
・
食
文
化
関
連
で
実
施
さ
れ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
は
、そ
の
目
的
が「
日
本
食
文
化
」な
の
か
、「
日
本
食
」

な
の
か
、あ
る
い
は「
日
本
食
品
」な
の
か
が
明
確
に
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、本
来
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

図１　農林水産物・食品の輸出実績推移

表　対象マーケット（国・地域）選定の視点（例）

出典：農林水産省「農林水産物・食品の輸出に関する統計情報」　
　　　http://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_info/zisseki.html
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食文化の成熟度

日本食の普及状
況・度合

国際物流

（例）観光客の往来が多い都市に日本食・食文化のプロ
モーションの場を重点的に設定し、そこで日本食・食文
化を体験した観光客自身をアンバサダーとして、自国
に持ち帰って広めてもらう仕組みを構築

（例）成熟した自国食・食文化を有し、海外への積極的な
普及・浸透促進に取り組んでいる食文化先進国・都市

（例）日本食レストランが多い国・地域、日本からの海外
出店が多い国・地域

（例）周辺国・地域への国際的な物流拠点となっている
国・地域

（欧州）パリ、ロンドン、ミラノ
（アジア）ソウル、バンコクなど

（欧州）パリ、ミラノなど

（欧州）日本食レストランが多いも
のの、日本人以外の経営者が多い
パリ、ミラノ、バルセロナなど

（アジア）バンコクなど

（欧州）オランダなど
（アジア）シンガポールなど

国・地域（例）
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農産物輸出には日本食文化のすすめ

目
的
が
曖
昧
だ
と
、訴
求
先（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
）と
手
段

（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
こ
り
、効
率
的

に
効
果
を
上
げ
に
く
い
。

　

例
え
ば
、食
文
化
で
あ
れ
ば
、ま
ず
は
対
象
国・地
域
の

知
識
層
や
文
化
人
、著
名
料
理
家
な
ど
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
、文
化
的
価
値
を
理
解
・
共
鳴
し
て
も
ら
う
こ
と
が
よ

り
効
果
的
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、い
き
な
り
特
定
の
食
品
を
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

紹
介
し
て
も
、そ
の
文
化
的
背
景
の
理
解
を
促
進
す
る
の

は
難
し
い
。ま
た
、そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
全
体
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
中
で
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
、他
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
整
合
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　

二
つ
目
は
効
率
的
・
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
す
る
た
め
に
、当
初
よ
り
日
本
食
・
食
文
化
の
拡
大
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
マ
ー
ケ
ッ
ト（
国
・
地
域
）を
絞
り

込
む
と
と
も
に
、優
先
順
位
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
で

あ
る
。原
則
と
し
て
、優
先
順
位
の
高
い
重
点
市
場
か
ら
、

計
画
的
か
つ
戦
略
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て

い
く
。プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
国・地
域
が
散
漫
に
な
ら

な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

な
お
、対
象
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
選
定
基
準
の
検
討
に
当

た
っ
て
は
、基
本
的
な
指
標（
例
：
経
済
成
長
率
、一
人
当

た
り
の
所
得
、イ
ン
フ
レ
率
、人
口
規
模
・
構
成
、対
日
観

光
客
数
な
ど
）の
他
、表
の
よ
う
な
視
点（
例
）が
想
定
さ

れ
る
。

　
確
実
に
成
果
を
出
す
仕
組
み

　

三
つ
目
は
、輸
出
促
進
分
野
・
商
品
な
ど
に
つ
い
て
、ま

ず
対
象
と
な
る
国
、地
方
自
治
体
、業
界
団
体
ご
と
に
絞

り
込
み
、か
つ
優
先
順
位
を
付
け
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、よ
り
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が

実
施
可
能
と
な
る
。そ
の
場
合
、海
外
需
要
と
国
内
生
産

力（
供
給
力
）の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
絞
り
込
む
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、対
象（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）分
野
・
商
品
な
ど

を
分
散
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る（
候
補
例
と
し
て

は
、日
本
酒
、茶
、米
、調
味
料
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
）。

　

対
象（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）分
野・商
品
の
絞
り
込
み
に
際
し

て
の
基
本
的
な
考
え
方・流
れ（
イ
メ
ー
ジ
）を
整
理
す
る

と
、図
２
の
よ
う
に
な
る
。

　
一
般
的
に
は
、対
象
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
当

初
か
ら
、家
庭
な
ど
の
マ
ス
層
へ
の
浸
透
を
図
る
こ
と
は

現
実
的
に
は
考
え
に
く
い
た
め
、通
常
は
ま
ず
イ
メ
ー
ジ

戦
略
に
焦
点
を
当
て
、高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
外
食
を

中
心
と
し
た
ハ
イ
エ
ン
ド
層
か
ら
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
型
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

ハ
イ
エ
ン
ド
層
に
一
定
の
浸
透
を
図
っ
た
後
、ミ
ド
ル

層
の
よ
り
一
般
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー
や
中
食
な

ど
へ
の
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、そ
の
後
さ
ら
に
幅
広
く
、

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
の
マ
ス
層

へ
の
普
及
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

四
つ
目
は
、複
数
年
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企
画
を
策
定

す
る
こ
と
で
あ
る
。わ
が
国
に
お
け
る
従
来
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
、原
則
と
し
て
予
算
年
度
に
合
わ
せ
て
実
施
さ

れ
て
い
た
。

　

重
点
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
対
象
国
・
地
域
や
分
野
、商
品

を
絞
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、そ
の
成
果
を
確
実

に
出
す
た
め
に
、複
数
年
に
わ
た
る
計
画
策
定
・
推
進
が

必
要
で
あ
り
、速
や
か
に
複
数
年
度
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

五
つ
目
は
、海
外
の
研
究
機
関
、食
品
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
企
業
、団
体
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。近
年
の

欧
州
各
国
に
お
い
て
、本
来
は
自
国
の
食
文
化
、食
品
を

対
象
に
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
こ
れ
ら

は
活
動
し
て
き
た
。し
か
し
、そ
の
国
の
食
関
連
の
研
究

機
関
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
企
業
・
団
体
が
、他
国
と
業
務

契
約
を
締
結
し
、欧
州
各
国
の
調
査
研
究
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
共
同
で
実
施
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
増
え
つ
つ
あ
る
。こ
れ
ら
の
専
門
機
関
や
団
体
は
、

自
国
に
お
け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
経
験
と
専
門

知
識
を
有
し
て
い
る
た
め
、高
い
成
果
が
期
待
で
き
る
。

　

例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、フ
ラ
ン
ス
食
品
振
興
会（
Ｓ

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
Ａ
）（
４
）な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
食
分
野
の
専
門

機
関
が
欧
州
各
国
の
市
場
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
お
り
、こ

れ
ら
組
織
の
活
用
を
通
じ
て
、目
的
に
応
じ
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
の
企
画
推
進
が
可
能
で
あ
る
。特
に
流

通
現
場
の
商
談
も
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、食
科
学
大
学
な
ど
に

お
け
る
伝
統
食
文
化
、食
習
慣
、食
の
記
録
・
継
承
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
が
想
定
さ
れ
、日
本
食
文
化
、食
生

活
の
中
か
ら
世
界
的
に
通
用
す
る
、共
感
を
得
る
哲
学
的

な
理
念
の
確
立
を
図
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、世
界
各
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る
世
界
中
か
ら

優
れ
た
料
理
人
や
食
材
な
ど
が
集
ま
る
食
の
世
界
大
会

（
例
：
ボ
キ
ュ
ー
ズ
・
ド
ー
ル
、国
際
ワ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

〈
Ｉ
Ｗ
Ｃ
〉な
ど
）に
お
い
て
、日
本
食
材
や
日
本
酒・日
本

産
ワ
イ
ン
な
ど
の
紹
介
を
通
じ
て
、認
知
度
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
の
品
質
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

輸
出
素
材
の
啓
蒙
を
戦
略
的
に
実
施
す
る
取
り
組
み
も

一
案
と
考
え
ら
れ
る
。

　

六
つ
目
は
、単
発
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
戦
略
的
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
転
換
で
あ
る
。絞
り
込
ん
だ
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
お
い
て
食
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
・
拡
大
を
達
成
す
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る
に
は
、複
合
的
、長
期
的
、継
続
的
な
戦
略
的
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
望
ま
し
く
、今
後
は
そ
の
よ
う
な
転
換
が
求
め

ら
れ
る
。

　
戦
略
推
進
の
専
門
機
関
設
置

　

な
お
、食
文
化
の
普
及
・
浸
透
に
は
長
期
的
な
視
点
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、戦
略
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
転
換

に
当
た
っ
て
は
、例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
長
期
的
な

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
や
味
覚
教
育
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
政
策（
先
進
事
例
）の
レ
ビ
ュ
ー
が
参
考
に

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
５
）。

　

ま
た
、長
期
的
、継
続
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
て
い
く
た
め
に
は
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一
元
的

な
受
け
皿
と
し
て
の
専
門
推
進
機
関
の
設
置（
例
：
韓
食

の
世
界
化
推
進
機
関
で
あ
る「
韓
食
財
団
」な
ど
）に
つ
い

て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

七
つ
目
は
、既
存
の
見
本
市
中
心
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
の
脱
皮
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
主
に
欧
州
に
お
け
る

日
本
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
見
る
と
、海
外
の
主
要

見
本
市
へ
の
出
展
が
長
期
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て
い
る

が
、こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果（
費
用
対
効

果
）の
把
握
を
含
め
た
見
直
し
が
速
や
か
に
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
海
外
で
、日
本
政
府（
団
体
）が
主
催

し
て
行
う
日
本
食
品
、日
本
食
、サ
ー
ビ
ス
に
特
化
し
た

見
本
市
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。世
界
各
国
で

開
催
さ
れ
る
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
と
の
連
携
・
連
動（
例
：
フ
ラ
ン
ス
の「
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
キ

ス
ポ
」で
は
、日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
な
ど
に
関
心
を
持
つ

欧
州
の
若
年
層
な
ど
二
五
万
人
が
来
場
）も
あ
り
得
る
と

思
う
。ま
た
、ミ
シ
ュ
ラ
ン
な
ど
世
界
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
の

ラ
ン
キ
ン
グ
を
活
用
し
た
日
本
食
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
例
：
世
界
各
国
に
お
け
る
日
本
食
材
、料
理
人
、食
文
化

な
ど
の
紹
介
）を
行
う
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、よ
り
多
く
の
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
を
ラ
ン
ク
イ
ン
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、各
方

面
へ
の
日
本
食
の
露
出
機
会
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、

日
本
食
の
ス
テ
ー
タ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
一
案
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
つ
つ
、日
本
発
の
食
文
化
の

世
界
的
理
念
の
確
立
を
踏
ま
え
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
重
視

の
戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
を
図
る
こ
と
で
、

よ
り
高
い
視
点
か
ら
日
本
食
・
食
文
化
の
海
外
普
及
に
向

け
た
全
体
像
が
把
握
可
能
と
な
る
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、個
別
の
生
産
者
や
企
業
、業
界
団
体
、

地
域
、省
庁
な
ど
の
壁
を
越
え
て
、「
個
別
最
適
」か
ら「
全

体
最
適
」の
実
現
に
向
け
て
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

す
で
に
い
く
つ
か
の
施
策（
例
：
地
理
的
表
示〈
Ｇ
Ｉ
〉

の
導
入
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
強
化
、料
理
人
顕
彰
制
度〈
料

理
マ
ス
タ
ー
ズ
〉の
確
立
な
ど
）に
つ
い
て
は
導
入
さ
れ
て

お
り
、今
後
の
さ
ら
な
る
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。　
　

図２　対象（ターゲット）絞り込みの基本的な考え方・流れ（イメージ）

家庭食

外食 ハイエンド層

ミドル層

マス層

●ファストフード店、ド
ラッグストアなど
●調味料、インスタン
ト食品など

●レストラン、スーパーなど
●一般食材、加工食など

●高級レストラン、デパートなど
●高級食材、日本料理など

中食

（
１
）本
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、以
下
の
農
林
水
産
省
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
参
照
。http://w

w
w

.m
aff.go.jp/j/shokusan/

gaisyoku/syoku_bunka_tyousa/index.htm
l

（
２
）「
和
食
」の
詳
細
に
つ
い
て
は
、以
下
の
農
林
水
産
省
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
参
照
。http://w

w
w

.m
aff.go.jp/j/keikaku/

syokubunka/ich/

（
３
）イ
タ
リ
ア
で
提
唱
さ
れ
た
環
境
、健
康
を
害
さ
な
い
多
様
性

に
富
ん
だ
地
域
の
食
物
、ま
た
そ
れ
ら
を
見
直
そ
う
と
い
う

運
動
。一
九
八
六
年
イ
タ
リ
ア
北
西
部
の
ピ
エ
モ
ン
テ
州
ブ

ラ
で
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
に
よ
る
食
の
画
一
化
に
対
す
る
危
機

感
を
背
景
と
し
て
、食
材
選
び
、調
理
法
、食
べ
方
に
つ
い
て
、

本
来
の
自
然
な
姿
に
立
ち
戻
ろ
う
と
い
う
運
動
が
起
こ
っ

た
こ
と
を
契
機
と
す
る
。

（
４
）フ
ラ
ン
ス
産
の
酒
類
、食
品
の
存
在
価
値
を
高
め
、そ
の
輸

出
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、一
九
六
一
年
に
パ
リ
で
設

立
さ
れ
た
五
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
の
機
関
。

（
５
）子
ど
も
向
け
味
覚
教
育（
一
九
九
〇
年
～
）「
味
覚
の
一
週
間
」

シ
ェ
フ
や
職
人
が
学
校
を
訪
れ
、子
ど
も
た
ち
に
味
覚
の
基

本
を
教
え
る
。他
方
、大
人
た
ち
は
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

お
得
な
期
間
限
定
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
え
る（
二
〇
一

一
年
～
日
本
で
も
開
催 http://w

w
w

.legout.jp/

）。ま
た
、

ミ
シ
ュ
ラ
ン
な
ど
を
活
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
評
価（
一
九
三

〇
年
代
～
）や
、一
九
一
三
年
創
設
の
国
家
最
優
秀
職
人
賞

（M
eilleur O

uvrier de France

：M
O

F

）を
通
じ
た
若
手

料
理
人
な
ど
に
対
す
る
勲
章
制
度
な
ど
が
あ
る
。
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輸
出
先
の
法
規
制
ク
リ
ア
が
必
須

　

日
本
か
ら
世
界
へ
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
が

好
調
だ
。二
〇
一
五
年
は
前
年
比
二
一
・
八
％
増
の
七
四

五
二
億
円
で
、過
去
最
高
額
を
記
録
し
た
。国
内
需
要
に

支
え
ら
れ
、こ
れ
ま
で
あ
ま
り
海
外
に
目
を
向
け
て
こ

な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
日
本
の
食
品
産
業
だ
が
、人
口

減
少
に
よ
る
国
内
市
場
縮
小
の
危
機
感
や
海
外
で
の
日

本
食
人
気
を
背
景
に
、輸
出
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
輸
出
に
取
り
組
む
企
業
や
さ
ら
に
輸
出
拡

大
を
目
指
す
企
業
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。輸
出
に
当

た
り
必
要
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に

輸
出
拡
大
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
探
り
た
い
。

　

日
本
か
ら
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
上
位
国
で

あ
り
、か
つ
、農
林
水
産
省
が
定
め
る
輸
出
重
点
国
で
も

あ
る
四
カ
国「
米
国
」「
中
国
」「
タ
イ
」「
英
国
」へ
の「
米
」

「
ト
マ
ト
」「
ブ
ド
ウ
」の
青
果
物
の
輸
出
を
例
に
み
て
い

こ
う
。こ
れ
ら
四
カ
国
と
日
本
と
は
、自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
、Free T

rade A
greem

ent

）が
発
効
済
み
、

も
し
く
は
交
渉
中
で
も
あ
り
、経
済
連
携
を
深
め
て
い

る
と
も
い
え
る（
表
１
）。

　

さ
て
、輸
出
を
行
う
際
の
前
提
と
し
て
輸
出
先
で
あ

る
相
手
国
・
地
域
の
法
規
則
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
必

須
で
あ
る
。特
に
青
果
物
を
輸
出
す
る
場
合
、検
疫
、残

留
農
薬
、食
品
衛
生
、の
三
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
検
疫
に
つ
い
て
は
、相
手
国
・
地
域
が
定
め
る
植

物
検
疫
の
規
定
に
よ
り
、輸
出
可
否
が
異
な
る
。米
、ト

マ
ト
、ブ
ド
ウ
の
四
カ
国
の
検
疫
条
件
は
表
２
の
と
お

り
で
あ
る
。ブ
ド
ウ
は
、米
国
に
は
輸
出
が
で
き
な
い
一

方
、タ
イ
に
は
植
物
検
疫
証
明
書
が
あ
れ
ば
輸
出
可
能
、

ま
た
英
国
に
は
同
証
明
書
の
添
付
が
な
く
と
も
輸
出
可

能
で
あ
る
よ
う
に
、各
国
で
対
応
に
差
が
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。相
手
国
・
地
域
に
よ
っ
て
は
そ
も
そ
も
日
本
か

ら
の
輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
品
目
も
あ
る
た
め
、

ま
ず
は
検
疫
条
件
に
つ
い
て
植
物
防
疫
所
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
で
確
認
さ
れ
た
い
。

　

次
に
残
留
農
薬
に
関
し
て
は
日
本
で
使
用
が
認
め
ら

れ
て
い
る
農
薬
で
あ
っ
て
も
、相
手
国
・
地
域
で
は
使
用

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
、も
し
く
は
認
め
ら
れ
て
い
て

も
最
大
残
留
基
準
値（
Ｍ
Ｒ
Ｌ
、Maxim

um
 Residue 

Lim
it

）が
日
本
と
異
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。そ
の
た
め
、

国
内
流
通
は
問
題
が
な
い
青
果
物
で
も
、輸
出
を
検
討

す
る
際
に
は
使
用
し
た
農
薬
の
散
布
履
歴
な
ど
が
、相

手
国
・
地
域
の
残
留
農
薬
規
定
に
適
合
し
て
い
る
か
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

食
品
衛
生
に
つ
い
て
も
国・地
域
で
食
品（
青
果
物
）に

対
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
法
規
則
が
あ
る
た
め
、適
合
の

有
無
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
特
集
　
農
水
産
物
輸
出
成
功
の
視
線
　

日
本
が
自
ら
の
農
産
物
や
食
品
加
工
品
の
品
質
や
味
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
、輸

出
先
の
国
や
地
域
の
食
習
慣
や
嗜
好
な
ど
の
市
場
性
、さ
ら
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
法
規
則

を
ク
リ
ア
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
う
対
策
を
怠
れ
ば
徒
労
に
終
わ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

そ
こ
で
、輸
出
拡
大
の
た
め
の
徹
底
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
対
策
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

徹
底
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
輸
出
拡
大
を

独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）
農林水産・食品部 農林水産・食品課

独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）
農林水産・食品部 農林水産・食品課

かわはら あやか
上智大学外国語学部ドイツ語学科卒業後、2010年入構。ビジ
ネス情報サービス部を経て、13年から現職。北東アジアおよび
米国を中心に、食品輸出に関する調査を担当。

あべ あづき
慶應義塾大学商学部卒業後、2015年入構。東南アジアや北米
の食品輸出に関する調査を担当。

川原 文香
Ayaka Kawahara

阿部 あづ希
Azuki Abe
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特集　農水産物輸出成功の視線

て
い
る「
第
一
生
産
農
場（
農
業
生
産
活
動
を
行
っ
て
い

る
農
場
）」お
よ
び「
第
二
活
動
農
場（
第
一
生
産
農
場
が

大
半
を
出
資
し
そ
の
農
産
物
の
大
半
を
取
り
扱
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
）」に
対
し
て
、従
業
員
向
け
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

衛
生
管
理
の
徹
底
、農
業
用
水
関
係
の
管
理
と
い
っ
た
事

項
を
義
務
付
け
て
い
る
。実
際
に
同
規
則
の
順
守
が
義
務

化
さ
れ
る
の
は
一
七
年
一
一
月
頃
と
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、

早
め
の
準
備
が
必
要
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
法
規
則
へ
の
対
応
が
十
分
で
な
い
場
合
、い

　

例
え
ば
、米
国
で
は
一
五
年
一
一
月
、一
一
年
に
成
立
し

た「
食
品
安
全
強
化
法（
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
、Food Safety 

M
odernization A

ct

）」の
第
一
〇
五
条
に
基
づ
き
、農

産
物
安
全
基
準
に
つ
い
て
の
規
則
が
公
表
さ
れ
た
。同
規

則
で
は
、米
国
食
品
医
薬
品
局（
Ｆ
Ｄ
Ａ
、Food and 

D
rug A

dm
inistration

）が
指
定
す
る
農
産
物（
Ｒ
Ａ

Ｃ
、Raw

 A
gricultural Com

m
odity

）の
定
義
に
該

当
す
る
も
の
の
う
ち
、「
野
菜
」「
果
実
」「
モ
ヤ
シ
な
ど
の

ス
プ
ラ
ウ
ト
類
」「
ナ
ッ
ツ
の
一
部
」「
ハ
ー
ブ
」を
生
産
し

ざ
輸
出
を
行
っ
て
も
、相
手
国
・
地
域
の
税
関
検
査
で
不

合
格
と
な
り
、破
棄
・
積
み
戻
し
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。十
分
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
日
本
と
異
な
る
商
流
も
チ
ェッ
ク

　

日
本
の
国
内
取
引
と
異
な
る
商
流
に
つ
い
て
も
、あ

ら
か
じ
め
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。一
般
的
な
輸
出
で

は
、製
造
業
者
が
生
産
し
た
商
品
は
国
内
の
輸
出
業
者

を
経
て
、輸
出
通
関
手
続
き
後
、船
便
も
し
く
は
航
空
便

で
海
外
へ
と
輸
送
さ
れ
る
。相
手
国
・
地
域
で
は
、税
関

手
続
き
後
、輸
入
・
卸
業
者
を
経
て
、小
売
店
や
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
で
並
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（
図
１
）。

　

こ
の
間
、船
便
の
場
合
は
米
国
・
英
国
ま
で
一
カ
月
以

上
か
か
る
た
め
、商
品
特
性
に
よ
っ
て
輸
送
方
法
な
ど

を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
間
に
入
る
関
係
者
が
多

い
ほ
ど
、追
加
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
。輸
送
費
・
諸
税
・

手
数
料
な
ど
の
必
要
経
費
を
考
慮
し
た
上
で
価
格
設
定

を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、現
地
で
の
販
売
価
格
に
見
合

う
特
性
や
魅
力
が
あ
る
商
品
か
、ま
た
現
地
の
競
合
品

と
の
価
格
競
争
に
耐
え
ら
れ
る
か
、と
い
っ
た
見
極
め

も
必
要
だ
。

　

現
地
で
の
販
売
価
格
が
高
価
で
あ
る
こ
と
、ま
た
、現

地
の
消
費
者
は
日
本
産
食
品
の
使
い
方
や
調
理
方
法
を

知
ら
な
い
こ
と
か
ら
、購
買
に
つ
な
が
ら
な
い
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

日
本
の
製
造
業
者
の
場
合
、国
内
の
輸
出
業
者
に
商

品
を
引
き
渡
し
て
終
わ
る
こ
と
が
あ
る
が
、現
地
の
消

費
者
へ
い
か
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
く
か
を
輸
出
業
者

な
ど
と
相
談
し
て
い
く
こ
と
が
、現
地
で
の
販
売
促
進

に
影
響
を
与
え
、ひ
い
て
は
次
の
取
り
引
き
に
つ
な
が

表１　日本と米国・中国・タイ・英国のFTA締結状況

表２　輸入植物検疫の条件（一例）

図１　一般的な輸出の流れ

国

米国

中国

タイ

英国

◎

☆

Q

◎

×

△

Q

◎

×

△

Q

◎

米（精米） トマト ブドウ

米国
中国

タイ

英国

環太平洋パートナーシップ（TPP）協定
東アジア包括的経済連携協定（RCEP）
日本・中国・韓国自由貿易協定
日本・タイ経済連携協定
日本・ASEAN包括的経済連携協定
東アジア包括的経済連携協定（RCEP）
日本・EU経済連携協定（EPA）／FTA

◎植物検疫証明書無しで輸出可能
Q植物検疫証明書を添付すれば輸出可能
☆二国間合意に基づく特別な検疫条件を満た

したもののみ輸出可能
△輸出相手国の検疫条件が未設定のため輸出

できないか、または不明
×原則輸入禁止

（出典）植物防疫所資料

大筋合意
交渉中
交渉中
発効済み
発効済み
交渉中
交渉中

名 称 段 階

製造業者 輸出業者
小売店

現地系

比較的
ハイエンド向け
地元の代表的
老舗スーパー

比較的廉価な商品を
扱うスーパー

日系スーパー
アジア系スーパー

輸入・卸業者

レストランなど飲食店



2016・4 AFCフォーラム　9

徹底したマーケティングで輸出拡大を

る
で
あ
ろ
う
。商
品
を
輸
出
業
者
な
ど
に
売
る
だ
け
で

は
な
く
、そ
の
先
に
い
る
、消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
探
る
こ

と
が
継
続
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
鍵
と
見
ら
れ
る
。

　
輸
出
先
の
市
場
動
向
見
極
め
を

　

そ
こ
で
、市
場
性
を
見
極
め
る
こ
と
が
今
後
の
輸
出

拡
大
を
目
指
す
た
め
に
も
重
要
と
い
え
る
。

　

輸
出
に
当
た
り
、万
人
に
求
め
ら
れ
る
商
品
は
ま
ず

な
い
だ
ろ
う
。そ
の
た
め
、地
理
的
基
準（
国
、地
域
、都

市
な
ど
）、経
済
的
基
準（
所
得
階
層
な
ど
）、社
会
的
基

準（
宗
教
な
ど
）、生
物
的
基
準（
性
別
、年
齢
階
層
な
ど
）

に
鑑
み
て
、ど
こ
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
置
く
か
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、地
理
的
基
準
で
リ
ン
ゴ
の
市
場
性
を
見
よ

う
。中
国
や
台
湾
で
は
、日
本
産
リ
ン
ゴ
は
旧
正
月
な
ど

の
時
期
に
贈
答
用
と
し
て
大
玉
の
も
の
が
好
ま
れ
て
い

る
。一
方
、欧
州
で
は
小
玉
リ
ン
ゴ
が
人
気
だ
。ま
た
、国

内
で
は
評
価
が
低
い
商
品
が
海
外
で
は
高
い
評
価
を
得

る
、と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。小
型
サ
ツ
マ
イ
モ
が
香
港

や
台
湾
で
は
食
べ
歩
き
用
に
高
評
価
、国
内
で
は
安
値

と
な
る
大
き
な
サ
イ
ズ
の
長
イ
モ
が
長
寿
の
代
名
詞
と

し
て
台
湾
で
は
高
評
価
、と
い
っ
た
も
の
だ
。

　

物
差
し
の
違
う
市
場
で
い
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
創
出
す
る
か
。そ
の
鍵
と
し
て
、自
社
商
品
の
市
場
性

を
調
査
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

で
は
、ど
の
よ
う
に
市
場
調
査
を
行
え
ば
よ
い
か
、い

く
つ
か
企
業
事
例
を
紹
介
す
る
。し
ょ
う
ゆ
や
み
そ
を

製
造
す
る
Ａ
社
は
、米
国
の
一
般
消
費
者
に
合
う
味
を

求
め
、米
国
有
名
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
商
品
開
発
を
行
い
、米
国
向

け
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
し
た
。

　

ま
た
、飲
料
メ
ー
カ
ー
の
Ｂ
社
は
、現
地
物
産
展
で
商

品
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、市
場
投
入
す
る
商
品
を
絞

り
込
ん
だ
結
果
、複
数
商
品
が
現
地
の
日
系
ス
ー
パ
ー

で
定
番
化
し
た
。

　

市
場
調
査
の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
あ
ろ
う
が
、い
ず
れ

も
現
地
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、そ
れ
に
合
っ
た
商

品
を
輸
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
ら
に
、市
場
性
を
見
極
め
る
た
め
に
は
、相
手
国
・

地
域
の
食
習
慣
や
嗜
好
を
知
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

ジ
ェ
ト
ロ
が
二
〇
一
五
年
に
実
施
し
た「
日
本
在
住
外

国
人
に
よ
る
品
目
別
日
本
食
品
評
価
調
査
」を
紹
介
し

よ
う
。

　

調
査
は
、日
本
に
住
ん
で
い
る「
米
国
」「
中
国
」「
タ

イ
」「
英
国
」国
籍
の
人
を
対
象
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
り
実
施
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

日
本
産
の「
米
」「
青
果
物
」「
畜
産
物
」「
水
産
物
」「
日
本

茶
」「
日
本
酒
」お
よ
び
食
品
全
般
に
つ
い
て
、好
き
な
種

類
や
調
理
法
、購
入
基
準
、母
国
で
の
売
り
方
の
案
な
ど

を
調
査
し
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、母
国
お
よ
び
日
本

で
の
食
習
慣
を
聞
き
、各
品
目
に
つ
い
て
調
理
し
た
料

理
を
試
食
、味
を
評
価
し
て
も
ら
い
、母
国
で
販
売
す
る

際
の
ア
ピ
ー
ル
方
法
な
ど
を
調
査
し
た
。

　

米
へ
の
評
価
が
高
か
っ
た
の
は
中
国
と
米
国
で
あ
る
。

中
国
で
は
、試
食
後
の
評
価
で「
噛
む
と
甘
み
が
あ
る
」

「
香
り
が
し
て
お
い
し
い
」と
の
声
が
挙
が
っ
た
。米
の

食
習
慣
に
つ
い
て
は
、白
米
だ
け
で
も
食
べ
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
点
で
日
本
と
似
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

米
国
で
は
、米
の
硬
さ
や
味
が
評
価
さ
れ
た
。中
に
は

健
康
の
た
め
に
玄
米
を
食
べ
て
い
る
人
や
、こ
だ
わ
り

の
銘
柄
・
産
地
が
あ
る
人
も
い
た
。一
方
、米
を
と
ぐ
、炊

く
と
い
っ
た
調
理
法
に
な
じ
み
が
無
い
こ
と
か
ら
、家

庭
へ
の
普
及
に
は
課
題
が
残
る
。

　

評
価
が
比
較
的
低
か
っ
た
の
は
、タ
イ
お
よ
び
英
国

で
あ
る
。タ
イ
で
は
、日
本
の
米
の
モ
チ
モ
チ
と
し
た
食

感
が
タ
イ
料
理
と
合
わ
な
い
と
の
評
価
だ
っ
た
。米
の

タ
イ
で
の
売
り
方
案
と
し
て
、「
母
国
の
食
習
慣
に
合
っ

た
レ
シ
ピ
を
提
案
す
る
」と
の
回
答
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
も
特
に
多
く
見
ら
れ
た
。

　

英
国
で
は
、白
米
だ
け
を
好
ん
で
食
べ
る
様
子
は
見

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。米
が
主
食
で
な
い
こ
と
、ま
た
健

康
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
玄
米
が
主
流
で
あ

る
こ
と
か
ら
、英
国
で
の
浸
透
に
は
工
夫
が
必
要
だ
と

思
わ
れ
る
。

　

ト
マ
ト
は
、四
カ
国
全
体
で
は
野
菜
の
中
で
最
も
評

価
が
高
か
っ
た（
図
２
）。

　

特
に
、中
国
お
よ
び
タ
イ
で
は
約
半
数
が
好
き
な
野

菜
と
し
て
ト
マ
ト
を
挙
げ
て
お
り
、二
位
以
下
の
野
菜

を
大
き
く
離
し
て
い
る
。調
理
法
は
米
国
、タ
イ
、英
国

で
は
サ
ラ
ダ
と
し
て
の
食
べ
方
が
人
気
だ
。中
国
で
は

炒
め
物
や
ス
ー
プ
と
し
て
調
理
す
る
食
べ
方
も
好
む
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
は
、フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト「
ア

メ
ー
ラ
」を
試
食
し
て
も
ら
っ
た
が
、国
に
よ
る
評
価
の

差
異
は
見
ら
れ
ず
、人
に
よ
っ
て
分
か
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。「
甘
さ
と
酸
っ
ぱ
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
」「
味

が
好
き
」、な
ど
と
高
い
評
価
が
あ
っ
た
一
方「
皮
が
硬

い
」「
酸
っ
ぱ
い
」「
小
さ
す
ぎ
る
」と
い
っ
た
意
見
も
見

ら
れ
た
。

　
食
習
慣
や
嗜
好
を
知
る
こ
と
必
要

　

母
国
で
の
売
り
方
の
案
は
、国
に
よ
っ
て
異
な
る
。米

国
で
は
、「
パ
ス
タ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
し
て
は
ど
う
か
」

「
ケ
イ
パ
ー
に
も
合
う
」と
の
声
が
挙
が
っ
た
。中
国
で
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は
、ミ
ニ
ト
マ
ト
を
サ
ラ
ダ
の
飾
り
と
し
て
使
う
が
、ミ

ニ
ト
マ
ト
は
既
に
流
通
し
て
い
る
た
め
、産
地
の
ア

ピ
ー
ル
や
糖
度
の
高
い
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
を
売
り
込
む

な
ど
既
存
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
の
差
別
化
が
求
め
ら
れ
よ

う
。

　

タ
イ
で
は
、ト
マ
ト
と
い
え
ば
酸
っ
ぱ
い
イ
メ
ー
ジ

で
、調
理
し
て
食
べ
る
と
い
う
声
が
挙
が
っ
た
。ミ
ニ
ト

マ
ト
の
一
種
で
あ
る
チ
ェ
リ
ー
ト
マ
ト
が
安
価
で
売
ら

れ
て
い
る
た
め
、価
格
を
い
か
に
抑
え
る
か
が
鍵
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。英
国
で
は
、煮
込
み
料
理
や
サ
ラ
ダ
に

使
う
と
い
い
の
で
は
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　

ブ
ド
ウ
は
、イ
チ
ゴ
、リ
ン
ゴ
、モ
モ
、カ
キ
、温
州
ミ

カ
ン
に
次
い
で
好
き
な
日
本
産
果
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る（
図
３
）。

　

試
食
で
、〇
六
年
に
品
種
登
録
さ
れ
た
、高
糖
度
で
皮

ご
と
食
べ
ら
れ
る
特
徴
を
持
つ
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

を
提
供
し
た
と
こ
ろ
各
国
か
ら
お
い
し
い
と
の
声
が
挙

が
っ
た
。「
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
」「
種
が
な
い
」こ
と
に

よ
る
食
べ
や
す
さ
に
加
え
、「
優
し
い
甘
さ
」「
み
ず
み
ず

し
さ
」が
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

中
国
、タ
イ
で
は
特
に
評
価
が
高
く
、「
高
級
品
・
贈
答

用
と
し
て
箱
に
入
れ
て
売
る
と
よ
い
の
で
は
」と
の
提

案
が
あ
っ
た
。米
国
、英
国
で
は
、母
国
で
売
ら
れ
て
い

る
も
の
よ
り
粒
が
大
き
い
点
に
着
目
し
、売
れ
る
の
で

は
な
い
か
、と
の
意
見
も
挙
が
っ
た
。

　

な
お
、タ
イ
を
除
く
三
カ
国
で
話
題
と
な
っ
た
の
が
、

「
マ
ス
カ
ッ
ト
」と
い
う
名
称
だ
。米
国
、中
国
で
は「
マ

ス
カ
ッ
ト
」と
い
う
言
葉
で
は
通
じ
ず
、米
国
で
は「
グ

リ
ー
ン
グ
レ
ー
プ
ス
」、中
国
で
は「
ブ
ド
ウ
」と
し
て
売

る
べ
き
と
の
意
見
が
出
た
。ま
た
、英
国
で
は
マ
ス
カ
ッ

ト
と
い
う
と
ワ
イ
ン
や
飲
み
物
に
使
う
イ
メ
ー
ジ
の
た

め
、米
国
と
同
様
に
、グ
リ
ー
ン
グ
レ
ー
プ
ス
と
し
て
売

る
べ
き
と
の
声
も
あ
る
。

　

今
回
調
査
し
た
各
食
材
の
試
食
評
価
の
結
果
に
つ
い

て
は
表
３
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

以
上
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、「
お
い
し
い
」と

評
価
す
る
ポ
イ
ン
ト
や
現
地
で
の
売
り
込
み
方
は
国
に

よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、輸
出
先
で
あ
る
相
手
国
・
地
域

の
法
規
則
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

り
消
費
者
の
食
習
慣
や
嗜
好
を
把
握
す
る
こ
と
で
市
場

性
を
見
極
め
、ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
を
輸
出
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表３　「コメ」および「青果物」の試食メニューとその評価

図２　好きな日本産の野菜

図３　好きな日本産果物
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菜
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菜
は
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い
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神
明
グ
ル
ー
プ
輸
出
の
取
り
組
み

　

海
外
で
は
、日
本
食
が
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

図
に
示
す
よ
う
に
、日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
ど
の
地
域
で

も
二
〇
一
五
年
は
一
三
年
に
比
べ
て
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
で
も
明
ら
か
で
す
。特
に
ア
ジ
ア
で
は
約
四
万
五
三
〇

〇
店
舗
と
、他
の
地
域
を
大
き
く
引
き
離
し
て
お
り
、日

本
食
の
普
及
は
も
と
よ
り
、日
本
か
ら
の
食
材
の
輸
出

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

日
本
食
の
中
心
食
材
と
し
て
の
米
に
つ
い
て
見
る
と
、

日
本
産
米
よ
り
低
価
格
で
品
質
の
劣
る
外
国
産
短
粒
種

が
使
用
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。今
後
の
経
済
発

展
に
よ
る
所
得
向
上
や
本
物
志
向
が
高
ま
る
中
、日
本
産

米
は
ど
う
す
れ
ば
勝
機
を
も
の
に
で
き
る
か
が
課
題
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　

米
の
卸
売
業
最
大
手
の
株
式
会
社
神
明
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ（
本
社：兵
庫
県
、代
表
取
締
役
社
長：藤
尾
益
雄
。以

下
、神
明
グ
ル
ー
プ
）は
、〇
八
年
よ
り
海
外
へ
の
輸
出
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、現
在
ま
で
の
約
七
年
間
で
三
五
カ

国
へ
の
輸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。最
も
多
い
輸
出
先
は
香

港
で
、次
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
続
き
、

そ
の
他
は
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）各
国
や
南
米
の
ブ
ラ
ジ
ル

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

輸
出
を
開
始
し
た
当
初
は
、貿
易
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
現
地

で
の
流
通
な
ど
の
知
識
が
全
く
な
く
、手
探
り
の
状
態
で

し
た
。ま
た
、取
引
自
体
も
日
本
国
内
で
商
品
を
貿
易
商

社
に
引
き
渡
し
、各
国
へ
輸
出
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。

　

そ
の
後
、輸
出
量
が
徐
々
に
伸
び
て
い
く
に
つ
れ
、貿
易

商
社
を
経
由
し
た
輸
出
だ
け
で
な
く
、現
地
に
自
社
の
販

売
拠
点
を
置
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。一
一
年
四
月
に
は

ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に「SH

IN
M

EI U
.S.A

. 

CO
RPO

RA
T

IO
N

」、一
二
年
四
月
に
は
中
国
・
四
川
省

成
都
に「
成
都
栄
町
有
限
公
司
」、さ
ら
に
一
三
年
四
月
に

は
香
港
に「
神
明
亞
洲
有
限
公
司
」と
い
う
形
で
海
外
法

人
を
次
々
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、現
地
の
ニ
ー
ズ
や
物
流
を
把
握
し
、さ

ら
に
は
現
地
で
実
需
者
を
直
接
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ど
、神

明
グ
ル
ー
プ
が
日
本
で
培
っ
た
強
み
を
海
外
で
発
揮
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。日
本
産
米
の
取
り
扱
い
数
量

は
年
々
増
え
て
お
り
、一
五
年
度
は
約
二
〇
〇
〇
㌧
を
超

え
る
実
績
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

現
在
、私
が
勤
務
す
る
神
明
亞
洲
有
限
公
司
で
は
、そ

の
半
数
以
上
に
当
た
る
年
間
一
三
五
〇
㌧
を
取
り
扱
っ

て
お
り
、カ
バ
ー
エ
リ
ア
は
香
港
お
よ
び
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）で
す
。

　

神
明
グ
ル
ー
プ
は
、今
後
も
米
の
輸
出
促
進
を
重
要
課

題
と
捉
え
、取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で
す
。ま
た
、米
の
輸

　
特
集
　
農
水
産
物
輸
出
成
功
の
視
線
　

米
卸
売
業
界
の
雄
と
い
わ
れ
る
企
業
が
現
在
、三
五
カ
国
で
輸
出
事
業
を
展
開
。和
食

人
気
を
背
景
に
海
外
で
急
増
す
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ンへ
、お
い
し
さ
に
強
み
を
持
つ
日

本
産
米
を
売
り
込
む
戦
略
と
は
。海
外
に
販
売
拠
点
を
置
き
、現
地
ニ
ー
ズ
の
把
握
や

実
需
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
いっ
た
輸
出
拡
大
へ
向
け
た
実
践
を
リ
ポ
ー
ト
。

米
卸
が
海
外
市
場
で
輸
出
拡
大
す
る
知
恵

神明亞洲有限公司 副総裁

矢野 裕二郎   Yujiro Yano

やの ゆうじろう
1980年福岡県生まれ。2003年株式会社神明入社。12年中部
営業所長を経て、13年3月より神明亞洲有限公司に在籍。趣
味は幼い頃から続けている柔道。13年香港柔道選手権優勝。
仕事の傍ら、週末は外国人との練習に励んでいる。



12　AFCフォーラム 2016・4

特集　農水産物輸出成功の視線

訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
は
政
府
が
目
標
と
す
る
二
〇
〇

〇
万
人
に
迫
り
、過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。香
港
か
ら

の
訪
日
旅
行
者
に
お
い
て
も
、年
間
九
〇
万
人
を
超
え
て

お
り
、約
一
〇
人
に
一
人
が
日
本
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

海
外
に
お
け
る
和
食
ブ
ー
ム
に
よ
り
、多
く
の
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
が
海
外
進
出
を
果
た
し
、さ
ら
に
は
日
本
人

シ
ェ
フ
が
い
な
い
現
地
系
の
日
本
式
レ
ス
ト
ラ
ン
も
数

多
く
存
在
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
海
外
で
は
長
短
粒
種
の
二
大
市
場

　

し
か
し
、こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、こ
の
全
て
の

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
日
本
産
米
が
使
用
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。中
国
、東
南
ア
ジ
ア

を
筆
頭
に
価
格
の
安
い
短
粒
種
が
多
く
流
通
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
使
わ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
の
で
す
。

　

実
際
に
、神
明
グ
ル
ー
プ
を
含
め
、日
本
全
体
の
米
の

輸
出
量
は
年
間
約
七
五
〇
〇
㌧
で
す
。日
本
で
の
米
の
生

産
量
が
年
間
約
七
五
〇
万
㌧
で
あ
り
、輸
出
量
は
そ
の
う

ち
の
〇
・
一
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、神
明
グ
ル
ー
プ
が
手
掛
け
る
輸
出
事
業
の
う

ち
、特
に
輸
出
量
が
多
い
香
港
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
取

り
組
み
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、現
場
で
は
何
が
課
題
か

な
ど
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙
う
中
で
、最
も
安
定
的
に
販
売

で
き
る
業
態
は
日
本
食
の
チ
ェ
ー
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

神
明
グ
ル
ー
プ
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、海

外
に
約
八
万
九
〇
〇
〇
店
舗
あ
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

で
、中
で
も
ア
ジ
ア
の
約
四
万
五
三
〇
〇
店
舗
は
、大
き

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。神
明
グ
ル
ー
プ
で
は
、

全
て
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
日
本
産
米
を
使
用
で
き

出
だ
け
で
な
く
、神
明
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
元
気
寿
司

株
式
会
社（
現
在
は
海
外
に
約
一
四
〇
店
舗
を
展
開
）の

出
店
を
進
め
、和
食
文
化
の
輸
出
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
に
和
食
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

米
に
限
ら
ず
日
本
産
農
産
物
・
加
工
食
品
は
味
の
良
さ

の
み
な
ら
ず
品
質
の
高
さ
、安
全
・
安
心
な
ど
の
点
で
海

外
で
の
評
価
が
と
て
も
高
く
、そ
れ
ら
を
求
め
て
日
本
を

る
よ
う
、売
り
込
み
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、日
本
の
米
輸
出
拡
大
を
図
る
に
当
た
っ
て
明
確

に
し
て
お
く
べ
き
点
は
、海
外
に
は
米
の
長
粒
種
と
短
粒

種
の
二
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。現
在
、

世
界
で
約
四
億
八
〇
〇
〇
万
㌧
の
米
が
生
産
さ
れ
て
い

る
中
で
、八
〇
％
は
長
粒
種
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、日
本
で

な
じ
み
の
あ
る
短
粒
種
は
世
界
的
に
見
る
と
少
数
派
な

の
で
す
。長
粒
種
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
元
料
理
に
使
用
さ
れ
、

短
粒
種
で
は
出
せ
な
い
味
わ
い
、香
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

長
粒
種
と
短
粒
種
で
は
、ど
ち
ら
が
お
い
し
い
か
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、特
徴
、用
途
、価
格
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

に
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、長
粒
種
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
短
粒
種
を
ど
れ
だ

け
売
り
込
ん
で
も
、そ
の
特
徴
の
違
い
か
ら
シ
ェ
ア
を
奪

う
可
能
性
は
低
い
の
で
す
。私
た
ち
は
、ま
ず
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
で
使
用
さ
れ
る
短
粒
種
を
全
て
日
本
産
米
に
切

り
替
え
る
こ
と
を
目
標
に
営
業
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
香
港
の
高
級
回
転
ず
し
店
事
例

　

事
例
の
一
つ
と
し
て
、神
明
グ
ル
ー
プ
会
社
の
元
気
寿

司
が
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
で「
千
両
」（
香
港
で
一
四
店
舗
展
開
）

と
い
う
本
物
志
向
の
高
級
回
転
ず
し
店
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
店
で
は
以
前
、外
国
産
の
短
粒
種
を
使
用
し
て
い

ま
し
た
が
、二
〇
一
四
年
か
ら
日
本
産
米
に
切
り
替
え
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
品
質
が
上
が
り
、消
費
者
に
お
い

し
い
シ
ャ
リ
が
提
供
で
き
る
と
期
待
し
た
の
で
す
が
、そ

れ
も
つ
か
の
間
、店
舗
で
作
ら
れ
た
シ
ャ
リ
は
べ
ち
ゃ
っ

と
し
て
い
て
、本
来
の
日
本
産
米
の
良
さ
が
出
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

日
本
産
米
は
外
国
産
の
短
粒
種
に
比
べ
、米
の
水
分
値

図　海外における日本食レストラン数
日本食レストランは約24,000店（2006年）→約55,000店（2013年）→約89,000店（2015年）に増加。

出典：農林水産省HP 抜粋。外務省調べ、農林水産省推計（88,703店）。数字は2015年時点、（　）内は2013年時点

［欧州］
約10,550店（約1.9倍）

（約5,500店）

［アフリカ］
約300店

（約2倍）
（約150店）

［中東］
約600店

（約2.4倍）
（約250店）

［北米］
約25,100店

（約1.5倍）
（約17,000店）

［アジア］
約45,300店（約1.7倍）

（約27,000店）

［ロシア］
約1,850店（約1.5倍）

（約1,200店）

［オセアニア］
約1,850店

（約2.6倍）
（約700店）

［中南米］
約3,100店

（約1.1倍）
（約2,900店）
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が
高
く
、洗
米
機
の
設
定
や
水
の
量
、蒸
ら
し
時
間
を
細

か
く
調
整
し
な
け
れ
ば
う
ま
く
炊
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。設
備
投
資
に
余
裕
が
あ
る
店
舗
で
あ
れ

ば
、自
動
で
洗
米
と
炊
飯
を
行
う
機
械
を
設
置
可
能
で
す

が
、こ
れ
は
ま
だ
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
く
ら
日
本
産
米
が
お
い
し
い
と
自
信
を
持
っ
て
い

て
も
、消
費
者
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
自
己
満
足
で
あ
る

ど
こ
ろ
か
、そ
れ
を
食
べ
た
消
費
者
は
も
う
二
度
と
日
本

産
米
を
食
べ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ

る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、日
本
産
米
に
切
り
替
え
た
時
か
ら
約
一
カ

月
間
か
け
て「
千
両
」の
全
店
舗
に
通
い
、試
験
炊
飯
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、現
場
の
香
港
人
ス
タ
ッ
フ

の
努
力
も
あ
っ
て
、今
で
は
日
本
で
食
べ
る
す
し
と
同
レ

ベ
ル
の
シ
ャ
リ
を
お
客
さ
ま
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

日
本
人
シ
ェ
フ
が
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、こ
の
心
配

は
少
な
い
の
で
す
が
、現
地
人
だ
け
で
切
り
盛
り
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
、炊
飯
の
際
に
必
要
な
水
の
量
や
蒸
ら
し

の
効
果
な
ど
、日
本
で
は
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
る
作
業

を
伝
え
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
日
本
産
米
へ
の
売
り
込
み
に
当
た
り
、外
国

産
米
か
ら
の
切
り
替
え
だ
け
で
は
な
く
、日
本
産
米
を
最

高
の
状
態
で
消
費
者
へ
提
供
で
き
る
よ
う
に
炊
飯
の
仕

方
と
い
っ
た
現
場
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
こ
と
を
重
視
し

て
い
ま
す
。

　
現
地
で
の
精
米
品
質
管
理
が
重
要

　
一
方
、現
地
に
お
け
る
精
米
の
品
質
管
理
も
重
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
何
度
か
貯
穀
害
虫
や
カ
ビ
、時
間
の
経
過
に

よ
る
品
質
低
下
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。日
本
か
ら
香

港
ま
で
の
輸
送
期
間
は
海
上
輸
送
で
約
五
～
七
日
、輸
送

中
の
コ
ン
テ
ナ
内
の
温
度
は
最
高
六
〇
℃
に
も
達
し
ま
す
。

輸
送
に
か
か
る
時
間
が
長
い
国
に
な
る
と
、品
質
低
下
の

リ
ス
ク
は
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。ま
た
、夏
場
の
香
港
は
、

高
温
多
湿
で
貯
穀
害
虫
や
カ
ビ
が
発
生
し
や
す
い
環
境
と

な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
で
も
品
質
を
維
持
で
き
る
よ
う
、神

明
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、輸
出
用
の
米
に
つ
い
て
は
日
本
で

の
包
装
時
に
炭
酸
ガ
ス
を
充

じ
ゅ
う
塡て

ん
し
、米
粒
自
体
を
眠
ら
せ

る
冬
眠
包
装
を
委
託
製
造
し
て
い
ま
す
。こ
の
製
造
方
法

に
切
り
替
え
た
こ
と
で
、貯
穀
害
虫
や
カ
ビ
の
発
生
は
な

く
な
り
、長
期
間
の
鮮
度
維
持
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
香
港
で
の
事
例
で
す
が
、ど
の
国
へ
の
輸
出
で

も
共
通
す
る
こ
と
な
の
で
、と
て
も
役
立
つ
経
験
と
な
り

ま
し
た
。先
に
述
べ
た
炊
飯
方
法
同
様
、精
米
の
品
質
に

つ
い
て
も
現
地
で
消
費
さ
れ
る
ま
で
の
流
通
を
知
り
、日

本
国
内
と
同
じ
品
質
レ
ベ
ル
で
実
需
者
へ
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

香
港
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、日
本
産
米
の
品
質
以

外
に
挙
げ
ら
れ
る
価
値
と
し
て
は
、日
本
と
い
う
国
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。昨
今
の
円
安
も
追
い
風
と
な
り
、各

国
か
ら
多
く
の
旅
行
者
が
訪
日
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。今
や
、日
本
で
本
物
の
和
食
を
食
べ
た
旅
行
者
が
自
国

に
帰
っ
て
も
、和
食
を
食
べ
る
際
に
は
日
本
産
の
食
材
に

あ
え
て
こ
だ
わ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
一
つ
の
例
を
挙
げ
る
と
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
元
気
寿
司

で
新
潟
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を

大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、店
舗
の
売
り
上

げ
が
急
激
に
伸
び
、競
合
他
社
と
の
差
別
化
に
成
功
し
た

の
で
す
。

　

消
費
者
が
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
行
く
価
値
と
は
、日

本
国
内
と
同
じ
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、ロ
ー

カ
ラ
イ
ズ（
現
地
人
の
食
味
な
ど
に
合
う
よ
う
に
手
を
加

え
る
）さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

ア
メ
リ
カ
の
巻
き
ず
し「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ロ
ー
ル
」な
ど

現
地
で
育
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
も
価
値
が
あ
る
の
で
す
が
、

お
い
し
く
て
当
た
り
前
と
思
わ
れ
て
い
る
シ
ャ
リ
に
こ

だ
わ
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。二
〇
二
〇
年
開
催

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、さ
ら

に
日
本
へ
の
注
目
が
高
ま
る
中
、日
本
産
の
価
値
を

「
ブ
ー
ム
」か
ら「
定
着
」へ
移
行
さ
せ
、二
〇
年
以
降
も
価

値
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
市
場
取
り
込
み
で
価
格
戦
略
も

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
品
質
、価
値
以
外
に
最
も
重
要
に
な

る
の
が
、現
地
で
の
販
売
価
格
で
す
。特
に
業
務
用（
レ
ス

ト
ラ
ン
、惣
菜
）に
つ
い
て
は
、中
国
産
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム

産
短
粒
種
と
の
競
合
が
あ
り
、現
在
、お
お
よ
そ
二・五
～

三
倍
の
価
格
差
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、最
近
の
東
南
ア
ジ

ア
で
は
製
造
技
術
が
向
上
し
た
こ
と
に
よ
り
、ベ
ト
ナ
ム

産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
あ
き
た
こ
ま
ち
が
多
く
流
通
し
て

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
日
本
産
に
比
べ
る
と
品
質
は
劣
り
ま

す
が
、日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
十
分
使
用
で
き
る
レ
ベ
ル

に
あ
る
も
の
も
多
い
で
す
。こ
れ
は
中
国
産
短
粒
種
で
も

同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　

香
港
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
店
舗
経
営
を
す
る
上
で
、店

舗
の
賃
料
や
人
件
費
な
ど
の
固
定
費
が
ア
ジ
ア
の
他
地
域

と
比
べ
て
高
く
な
り
ま
す
。さ
ら
に
チ
ェ
ー
ン
店
の
場
合
、

米
の
価
格
が
フ
ー
ド
コ
ス
ト
に
か
な
り
響
い
て
し
ま
う
の

で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、外
国
産
短
粒
種
と
の
価
格

差
が
大
き
い
日
本
産
米
を
使
用
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
は
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限
ら
れ
て
い
ま
す
。品
質
や
国
の
イ
メ
ー
ジ
は
良
い
の
で

す
が
、価
格
が
高
す
ぎ
る
た
め
に
日
本
産
米
を
使
用
で
き

な
い
実
需
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。高

価
格
路
線
で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
く
日
本
産
米
は
も
ち

ろ
ん
重
要
で
す
が
、一
方
で
国
際
競
争
力
を
持
ち
、マ
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
取
り
込
む
低
価
格
路
線
へ
の
取
り
組
み

も
強
化
す
る
べ
き
で
す
。コ
ス
ト
削
減
や
多
収
穫
品
種
の

開
発
な
ど
で
内
外
価
格
差
を
せ
め
て
二
倍
以
内
に
抑
え
、

ま
ず
は
外
国
産
短
粒
種
と
同
じ
土
俵
で
勝
負
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

海
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
日
本
産
米
を
使
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
食
事
を
通
し
て
味
の
良
さ
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
必
要
で

す
。率
直
に
申
し
上
げ
て
、海
外
の
多
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
現
地
の
消
費
者
な
ど
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
十
分
な
も
の

と
は
言
え
ま
せ
ん
。多
く
の
現
場
で
短
期
的
な
啓け

い
蒙も

う

活
動

に
と
ど
ま
り
、商
品
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。恐
ら
く
、季
節
の
果
物
や
野
菜
、魚
な
ど
で
あ

れ
ば
、こ
の
よ
う
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
効
果
的
だ
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、米
の
場
合
は
一
度
日
本
産
米
を
使
用
し
た
後
、

品
質
の
劣
る
外
国
産
短
粒
種
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い

た
め
、年
間
契
約
な
ど
の
入
念
な
準
備
が
必
要
で
す
。海

外
の
バ
イ
ヤ
ー
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
お
り
、短

期
的
な
提
案
だ
と
断
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。そ
の

た
め
、神
明
グ
ル
ー
プ
で
は
年
間
の
供
給
量
お
よ
び
価
格

を
設
定
し
、継
続
的
に
日
本
産
米
を
使
用
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
官
民
一
体
で
輸
出
拡
大
策
を

　

海
外
で
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
急
増
し
て
い
る
現
実

が
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、現
状
で
は
日
本
国
内
に
お

け
る
輸
出
用
米
の
支
援
態
勢
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、神
明
グ
ル
ー
プ
が
輸
出
に
使
用
し
て
い
る
米
の

多
く
は
、生
産
数
量
目
標
に
含
ま
れ
な
い
外
数
で
作
付
け

さ
れ
る
輸
出
用
米
で
す
。

　

し
か
し
、こ
の
輸
出
用
米
の
申
請
は
毎
年
六
月
に
締
め

切
ら
れ
る
た
め
、産
地
や
銘
柄
に
よ
っ
て
は
端
境
期
に
過

不
足
が
生
じ
、そ
の
場
合
は
高
値
の
国
内
流
通
米
で
補ほ

塡て
ん

し
て
、穴
埋
め
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
過
剰
在

庫
に
な
っ
た
場
合
で
も
、国
内
で
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、低
価
格
で
売
り
切
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

ど
ち
ら
の
場
合
も
赤
字
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、輸
出
用
米
に
は
他
の
新
規
需
要
米（
米
粉
や
飼

料
と
い
っ
た
用
途
の
た
め
の
も
の
で
、主
食
用
米
の
需
給

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
米
）と
違
っ
て
、Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
取
り

決
め
に
よ
り
、輸
出
農
産
物
自
体
に
補
助
金
が
付
け
ら
れ

な
い
た
め
、志
の
あ
る
生
産
者
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。志
だ
け
で
は
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
、採
算
が
取
れ
て
生
産
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
仕
組
み
づ
く

り
が
早
期
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
の
米
の
消
費
が
減
る
中
で
、和
食
文
化
が

大
き
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
海
外
へ
の
輸
出
は
不
可

欠
で
す
。世
界
を
見
渡
し
て
も
米
の
生
産
国
の
中
に
は
、

輸
出
促
進
を
提
唱
し
て
い
る
国
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

そ
の
よ
う
な
競
争
の
中
で
、日
本
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

打
つ
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。こ
の
際
、政
府
の
み
な
ら

ず
民
間
企
業
と
も
積
極
的
に
連
携
し
て
対
応
策
を
考
え

る
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

海
外
の
現
場
で
は
、お
い
し
い
か
ら
と
い
っ
て
、外
国

産
短
粒
種
の
約
三
倍
と
い
う
高
値
で
も
日
本
産
米
を

買
っ
て
く
れ
る
実
需
者
は
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。日
本
が
誇
る
高
品
質
で
お
い
し
い
米
を
世
界
中
の

人
々
に
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、や
は
り
価
格
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

　

海
外
の
実
需
者
へ
日
本
国
内
と
同
じ
品
質
レ
ベ
ル
で

提
供
す
る
こ
と
に
加
え
、日
本
国
内
で
も
輸
出
用
米
の
価

格
対
策
お
よ
び
安
定
供
給
が
可
能
に
な
る
仕
組
み
づ
く

り
を
早
期
に
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、安
全
・
安
心

で
高
品
質
な
日
本
産
米
が
さ
ら
に
多
く
の
実
需
者
に
認

め
ら
れ
、日
本
の
輸
出
産
業
と
し
て
大
き
く
成
長
で
き
る

で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

上：新潟県産コシヒカリをPRする
ポスター　左：香港の元気寿司「千
両」の店内。夕食時はいつも満席に
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こ
の
調
査
は
、食
品
関
係
企
業（
製
造

業
、卸
売
業
、小
売
業
、飲
食
業
）の
景
況

動
向
な
ど
を
把
握
す
る
も
の
で
、一
九

九
七
年
よ
り
全
国
の
約
七
〇
〇
〇
社
を

対
象
に
年
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
上
半
期（
二
〇
一
五
年

七
月
一
日
時
点
）調
査（
特
別
設
問
）で

は
、今
後
、事
業
を
強
化
し
て
い
き
た
い

地
域
お
よ
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外

国
人
）向
け
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

　
輸
出
は
香
港
、台
湾
な
ど

　

今
後
は
ど
の
地
域
で
事
業
を
強
化
し

て
い
き
た
い
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
国

内（
地
場
）注
１
」が
六
二
・
三
％
、次
に

「
国
内（
地
場
を
除
く
）」が
五
二
・
一
％
、

「
海
外（
日
本
か
ら
の
輸
出
）」が
二
七
・

二
％
、「
海
外（
海
外
展
開
）注
２
」が
一

一
・
四
％
と
な
り
ま
し
た（
図
１
）。

　

国
内
と
す
る
企
業
が
過
半
数
を
占
め

る
一
方
で
、約
三
割
の
企
業
が
日
本
か

ら
の
輸
出
、約
一
割
が
海
外
展
開
に
よ

り
海
外
で
の
事
業
強
化
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
「
海
外（
日
本
か
ら
の
輸
出
）」と
回
答

し
た
企
業
に
輸
出
先
の
対
象
国
・
地
域

に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
香
港
」が

五
一
・
七
％
と
最
も
多
く
、次
い
で「
台

湾
」が
五
〇
・
五
％
、「
米
国
」が
四
〇
・

四
％
と
続
き
ま
し
た（
図
２
）。「
中
国
」

は
三
四
・
七
％
で
第
五
位
、「
Ｅ
Ｕ
」が
二

七
・
六
％
で
第
七
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
様
に「
海
外（
海
外
展
開
）」と
回
答

し
た
企
業
に
展
開
先
の
対
象
国
・
地
域

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
中
国
」が
三
四
・

九
％
と
第
一
位
で
、次
い
で「
台
湾
」が
三

三
・
〇
％
、「
タ
イ
」が
三
一
・
〇
％
、「
香

港
」三
〇
・
七
％
、「
米
国
」三
〇
・
三
％
と

続
い
て
い
ま
す
。「
Ｅ
Ｕ
」に
つ
い
て
も
第

一
〇
位
な
が
ら
一
七
・
二
％
と
一
定
の
割

合
を
占
め
て
い
ま
す（
図
３
）。

　

こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
、食
品
関
係
企

業
は
、日
本
食
文
化
の
人
気
が
高
い
と

い
わ
れ
る
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
輸
出
や
海

外
展
開
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
「
海
外（
海
外
展
開
）」と
回
答
し
た
企

業
に
、海
外
展
開
に
お
け
る
法
人
の
形

態
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
海
外
法
人
と
の

事
業
提
携
」が
五
九
・
〇
％
、「
海
外
法
人

設
立（
出
資
五
〇
％
以
上
）」が
四
〇
・

一
％
、「
海
外
法
人
設
立（
出
資
五
〇
％

未
満
）」が
二
〇
・
三
％
と
な
り
ま
し
た

（
図
４
）。

　

さ
ら
に
、海
外
展
開
を
強
化
し
て
い

き
た
い
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
が
見
え

る
中
で
、そ
の
課
題
は
何
か
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
現
地
の
法
律
や
商
習
慣
情
報

の
不
足
」を
挙
げ
た
企
業
が
六
二
・
二
％

と
最
も
多
く
、次
い
で「
海
外
展
開
を
任

せ
ら
れ
る
人
材
の
確
保
・
育
成
」が
五

八
・
三
％
と
な
り
ま
し
た（
図
５
）。

　
お
い
し
さ
・
安
全
・
国
産
を
ア
ピ
ー
ル

　

次
に
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、六
・

二
％
の
企
業
が「
既
に
取
り
組
ん
で
い

る
」と
回
答
し
ま
し
た（
図
６
）。

　

ま
た
、「
検
討
又
は
計
画
し
て
い
る
」

八
・
三
％
、「
検
討
し
て
い
な
い
が
、関
心

は
あ
る
」三
〇
・
九
％
を
加
え
た
四
五
・

四
％
の
企
業
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
へ

の
取
り
組
み
に
関
心
を
示
す
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、飲
食
業（
外
食
）

で
は「
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
」が
二

九
・
四
％
と
、
他
業
種（
製
造
業
六
・

六
％
、卸
売
業
二
・
八
％
、小
売
業
五
・

九
％
）と
比
べ
、最
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す（
図
７
）。

　
「
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
」「
検
討
又

は
計
画
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
企
業

に
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
に
対
し
ど
の

よ
う
な
商
品
・
製
品
に
取
り
組
み
た
い

か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
お
い
し
い
も
の

（
お
い
し
さ
）」が
三
六
・
六
％
と
最
も
多

く
、次
い
で「
安
全
性
の
高
い
も
の（
安

全
）」二
九
・
四
％
、「
国
産
の
原
材
料
を

使
用
し
た
も
の（
国
産
）」が
二
四
・
三
％

と
な
り
ま
し
た（
図
８
）。

　

近
年
、中
国
、台
湾
、韓
国
な
ど
の
ア
ジ

ア
各
国
だ
け
で
な
く
欧
米
諸
国
か
ら
も

観
光
目
的
な
ど
で
日
本
を
訪
れ
る
外
国

人
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
が
、訪

日
外
国
人
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ポ
イ
ン
ト

は
、お
い
し
さ
、安
全
性
、国
産
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

最
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
へ
の
取
り

食品関係企業の
約３割が輸出を強化
５割近くが

インバウンド消費に関心

世界的な和食ブームを背景に、農林水産物・食品の輸
出や訪日外国人による国内消費が注目されています。
そこで、食品関係企業の取り組み状況を調査しました。

日本 政 策 金 融 公 庫 ◦ 農 林 水 産 事 業

Report on research

情報戦略レポート 

●

―2015年上半期 食品産業動向調査―
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図１　今後に事業を強化していきたい地域（複数回答）

図４　海外展開における法人の形態（複数回答）

図３　海外展開の対象国・地域（複数回答）

図２　輸出先の対象国・地域（複数回答）
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組
み
を
行
っ
て
い
た
飲
食
業
に
お
い
て

は
、「
お
い
し
い
も
の（
お
い
し
さ
）」と
の

回
答
が
四
〇
・
七
％
と
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。次
に「
海
外
の
食
文
化（
ハ
ラ
ー

ル
な
ど
）に
配
慮
し
た
も
の
」「
安
全
性
の

高
い
も
の（
安
全
）」が
と
も
に
二
九
・

六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。飲
食
業
に
お
け

る
ハ
ラ
ー
ル
対
応
な
ど
海
外
食
文
化
へ

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た（
図
９
）。

　

以
上
の
よ
う
な
農
林
水
産
物
の
輸
出

促
進
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
へ
の
対
応
な

ど
の
動
き
が
食
品
関
係
企
業
で
見
え
て

き
た
こ
と
は
、日
本
食
市
場
の
拡
大
に
明

る
さ
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

（
情
報
企
画
部　

澤
野 

敬
一
）

［
調
査
要
領
］

調
査
時
点
：
二
〇
一
五
年
七
月
一
日

調
査
方
法
：
郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配
布
し
郵

送
で
回
収

調
査
対
象
：
公
庫
取
引
先
を
含
む
全
国
の
食
品

関
係
企
業（
製
造
業
、卸
売
業
、小

売
業
、飲
食
業
）七
二
一
九
社

有
効
回
収
数：二
七
四
七
社（
回
収
率
三
八・一
％
）。

う
ち
、製
造
業
一
七
五
六
社
、卸
売

業
六
八
八
社
、小
売
業
二
三
三
社
、

飲
食
業
七
〇
社

注
１
：
事
業
所
な
ど
が
立
地
す
る
市
町
村
と
同

一
の
都
道
府
県
お
よ
び
当
該
市
町
村
と

隣
接
す
る
都
道
府
県
の
周
辺
市
町
村

ま
で
を
い
う
。

注
２
：
海
外
法
人
へ
の
出
資
や
業
務
提
携
、も

し
く
は
海
外
で
の
法
人
・
店
舗
な
ど
の

設
立
を
い
う
。

図５　海外展開における課題（複数回答）
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図６　外国人観光客向けの取り組み状況
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Report on research

図８　外国人観光客向けにどのような商品・製品に取り組みたいか図９　外国人観光客向けにどのような商品・製品に取り組みた 
　　　いか（業種別）
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二
〇
代
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

趣
味
を
楽
し
み
ま
し
た
か
ら

も
う
、遊
び
は
卒
業
で
す

し
っ
か
り
と
し
た
経
営

こ
れ
が
私
の
理
想
で
す

庭
先
養
鶏
を
始
め
た
祖
母
か
ら
両
親
が
仕
事
を
継

ぐ
。現
在
は
三
万
羽
を
飼
養
し
、生
産
者
自
ら
が
卵
専

門
店
を
経
営
し
て
一
日
二
万
五
〇
〇
〇
個
を
売
る
。日

本
人
は
、ほ
ぼ
毎
日
食
べ
る
ほ
ど
、世
界
で
ま
れ
な
卵

好
き
。や
が
て
三
世
代
継
承
の
娘
へ
の
時
代
へ
。

三
橋 

真ま

秋し
ゅ

寿
雀
株
式
会
社 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

神
奈
川
県
伊
勢
原
市

さ
ん
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行
列
を
な
す
卵
専
門
店

　

行
列
が
で
き
る
店
は
全
国
津
々
浦
々
に
あ
る
が
、

行
列
の
で
き
る
卵
専
門
店
、し
か
も
生
産
者
が
運

営
す
る
店
は
そ
う
そ
う
な
い
。一
日
約
二
万
五
〇
〇

〇
個
を
小
さ
な
直
売
所
で
売
る
。平
日
で
も
開
店
一

時
間
前
か
ら
列
を
な
す
人
た
ち
の
目
当
て
は
、寿じ

ゅ

雀じ
ゃ
く

株
式
会
社
の「
寿
雀
卵
」だ
。

　

住
宅
が
立
ち
並
ぶ
伊
勢
原
市
は
、か
つ
て
は
田

ん
ぼ
と
わ
ず
か
な
家
畜
を
飼
う
複
合
農
家
ば
か
り

だ
っ
た
。三
橋
真
秋
さ
ん（
三
五
歳
）の
祖
母
、弘
子

さ
ん
が
庭
先
で
鶏
を
飼
い
始
め
、父
親
の
好
夫
さ

ん（
六
三
歳
）の
物
心
が
つ
く
頃
に
は
採
卵
鶏
主
体

の
経
営
に
な
っ
て
い
た
。

　

好
夫
さ
ん
の
代
か
ら
徐
々
に
羽
数
を
増
や
し
、一

九
六
八
年
に
法
人
化
。「
住
宅
地
が
近
い
の
で
、こ
こ

で
の
規
模
の
拡
大
は
難
し
い
。味
で
勝
負
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
」と
、社
長
の
好
夫
さ
ん
は
配
合
飼
料

に
魚
粉
、海
藻
、カ
キ
殻
な
ど
ミ
ネ
ラ
ル
を
加
え
、お

い
し
い
卵
づ
く
り
を
極
め
た
。

　

地
元
の
商
店
な
ど
に
卸
す
一
方
、農
場
に
直
接

買
い
に
来
る
人
に
売
り
始
め
る
と
、お
い
し
さ
が
口

コ
ミ
で
徐
々
に
広
ま
り
、や
が
て
対
応
し
き
れ
な
く

な
っ
た
。農
場
か
ら
車
で
五
分
ほ
ど
の
道
路
沿
い
に

直
売
所
を
構
え
た
の
は
九
九
年
。人
目
に
つ
く
場

所
へ
の
移
転
で
、さ
ら
に
お
客
さ
ん
が
増
え
、毎
日

の
よ
う
に
行
列
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。テ
レ
ビ

番
組
で
も
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
、食
べ
た
人

が
ブ
ロ
グ
で
紹
介
す
る
な
ど
し
て
、さ
ら
に
口
コ
ミ

で
評
判
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

私
も
さ
っ
そ
く
寿
雀
卵
を
い
た
だ
い
た
が
、黄
身

の
色
が
鮮
や
か
で
、見
た
目
に
も
強
烈
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
受
け
る
。卵
か
け
ご
飯
で
食
べ
る
と
卵
本
来

の
甘
さ
、う
ま
味
が
よ
く
分
か
る
。「
う
ち
の
卵
は

卵
臭
く
な
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
」と
真
秋
さ
ん
。

　

好
夫
さ
ん
の
三
女
、真
秋
さ
ん
が
入
社
し
た
の

は
直
売
所
が
で
き
て
二
年
ほ
ど
た
っ
た
頃
。短
大
を

卒
業
し
た
後「
特
に
や
り
た
い
こ
と
も
な
く
、ぶ
ら

ぶ
ら
し
て
い
て
、何
と
な
く
手
伝
い
始
め
ま
し
た
」。

好
夫
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
仕
事
は
こ
な
し
た
が
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
は
せ
ず
、ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
趣

味
に
生
活
の
重
心
を
置
い
て
い
た
。

　
業
務
改
善
で
芽
生
え
た
責
任
感

　

そ
ん
な
真
秋
さ
ん
に
転
機
が
訪
れ
た
。入
社
か

ら
五
年
後
、新
た
に
顧
問
契
約
し
た
税
理
士
の
指

導
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。伝
票
の
整
理
に
始
ま
り
、

業
務
改
善
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、真
秋
さ

ん
が
そ
の
担
当
者
に
な
っ
た
。法
人
化
し
た
と
は
い

え
、家
族
経
営
の
名
残
も
あ
り
、「
経
費
の
伝
票
も

ご
っ
そ
り
箱
に
入
っ
た
ま
ま
の
状
態
」だ
っ
た
。

　

真
秋
さ
ん
は
、税
理
士
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

従
来
の
や
り
方
を
変
え
て
い
っ
た
。以
前
は
時
給
制

だ
っ
た
給
料
を
月
給
制
に
移
行
し
た
こ
と
で「
給

料
も
少
し
増
え
て
、や
る
気
に
な
っ
た
ん
で
す
」と

言
う
。ま
た
、そ
れ
ま
で
直
売
所
の
売
り
上
げ
は
レ

ジ
に
打
ち
込
む
だ
け
だ
っ
た
が
、Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

（point of sales

：
商
品
を
販
売
し
た
時
点
で
の
情

報
を
管
理
す
る
経
営
手
法
）を
導
入
し
た
。こ
れ
で

真
秋
さ
ん
に
気
合
が
入
っ
た
と
い
う
。

　

例
え
ば
、直
売
所
の
レ
ジ
と
連
動
さ
せ
、お
客
さ

ん
が
集
中
す
る
時
間
帯
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
、

P19：2人の姉を持つ真秋さん。おしゃれな名前は父親の好夫さんが
命名　P20：味の決めてはエサ。好夫さん（右）が鶏や卵を常にチェッ
クし、配合割合を微妙に変える（右上）　直売所の開店は午前9時。1
時間前から列ができる（右下右）　卵はサイズにより248～324円
（10個入り）で販売（右下左）　「卵焼きや目玉焼きなどシンプルな食
べ方のほうが、卵の味はよく分かります」と真秋さん（左）
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そ
の
時
間
に
合
わ
せ
て
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
し
た
。今

で
こ
そ
卵
の
運
搬
は
外
注
し
て
い
る
が
、か
つ
て
は

農
場
か
ら
直
売
所
ま
で
ス
タ
ッ
フ
が
卵
を
運
び
、お

客
さ
ん
の
注
文
を
受
け
な
が
ら
売
り
場
で
パ
ッ
ク

に
詰
め
て
い
た
。こ
れ
で
は
効
率
が
悪
い
と
、農
場

内
で
パ
ッ
ク
詰
め
し
た
卵
を
運
び
入
れ
、直
売
所
で

は
販
売
に
集
中
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

さ
ら
に
、フ
ル
タ
イ
ム
だ
け
で
し
か
雇
っ
て
い
な

か
っ
た
ス
タ
ッ
フ
も
、お
客
さ
ん
の
多
い
時
間
帯
だ

け
の
雇
用
も
始
め
る
な
ど
、デ
ー
タ
と
連
動
さ
せ
て

仕
事
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
。「
工
夫
し
た
結
果
が

数
字
と
な
っ
て
出
て
き
た
の
で
面
白
く
な
り
ま
し

た
」と
真
秋
さ
ん
。気
付
く
と
、仕
事
中
心
の
生
活

に
変
わ
っ
て
い
た
。

　
「
二
〇
代
前
半
に
十
分
趣
味
を
楽
し
ん
だ
の
で
、

も
う
遊
び
は
卒
業
で
す
。今
、休
み
は
週
一
回
。長
く

休
む
と
仕
事
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」。そ
れ
で
も
、仕
事
が
好
き
と
は
言
わ

な
い
。「
自
分
が
い
な
い
と
会
社
が
回
っ
て
い
か
な

い
の
で
」と
、あ
く
ま
で
も
ク
ー
ル
だ
。

　

伊
勢
原
市
の
農
場
の
飼
育
羽
数
は
約
三
万
羽
。

鶏
の
調
達
、飼
料
な
ど
農
場
全
体
の
管
理
は
好
夫

さ
ん
、母
親
の
範
子
さ
ん（
六
一
歳
）と
二
女
の
英
子

さ
ん（
四
〇
歳
）が
梱
包
作
業
を
担
い
、真
秋
さ
ん
は

販
売
管
理
、経
理
、人
事
と
幅
広
い
仕
事
を
任
さ
れ

て
い
る
。仕
事
ぶ
り
が
見
込
ま
れ
、将
来
は
後
継
者

に
、と
言
わ
れ
て
い
る
。「
そ
ろ
そ
ろ
生
産
の
方
も
覚

え
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
が
」と
、苦
笑
い
す
る
。

　
行
列
緩
和
に
乗
り
出
す

　

真
秋
さ
ん
の
仕
事
は
家
族
経
営
か
ら
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
た
会
社
を
、よ
り
法
人
ら
し
い
形
態
に
移

行
す
る
作
業
だ
と
感
じ
た
。店
頭
販
売
が
大
半
を

占
め
る
が
、わ
ず
か
な
が
ら
卸
売
り
も
し
て
い
る
。

長
い
付
き
合
い
の
商
店
主
か
ら「
今
日
は
雨
で
売

れ
行
き
が
悪
そ
う
だ
か
ら
」と
事
前
の
注
文
の
量

を
減
ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。だ
が
、真
秋
さ
ん
た

ち
は
そ
の
商
店
の
た
め
に
一
定
量
を
確
保
し
て
お

り
、突
然
の
注
文
変
更
は
リ
ス
ク
に
な
る
。

　

真
秋
さ
ん
は「
昔
か
ら
の
付
き
合
い
だ
か
ら
」と

い
っ
た
慣
習
に
メ
ス
を
入
れ
、発
注
量
が
読
め
な
い

場
合
は
店
頭
で
欲
し
い
分
だ
け
買
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
し
た
。あ
え
て
憎
ま
れ
役
を
買
っ
て
出
る
の
は

簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
は
ず
。「
私
は
悪
役
な
の
で
」

と
、達
観
し
た
表
情
で
話
す
が
、家
族
経
営
か
ら
発

展
し
た
法
人
の
後
継
者
の
誰
も
が
抱
え
る
課
題
に

し
っ
か
り
と
向
き
合
う
姿
が
印
象
に
残
っ
た
。

　

今
、真
秋
さ
ん
に
は
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。今
年
計
画
中
の
直
売
所
の
建
て
替

え
と
、そ
れ
に
伴
う
予
約
方
法
の
充
実
だ
。電
話
予

約
は
す
で
に
受
け
付
け
て
い
る
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
直
売
所
内
に
設
置
す
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
簡

単
に
予
約
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
設
計
だ
。

　

予
約
制
の
整
備
は
、長
蛇
の
列
を
緩
和
す
る
た

め
の
措
置
で
も
あ
る
。中
で
も
、年
末
の
混
雑
ぶ
り

は
相
当
な
も
の
で
、お
歳
暮
や
お
せ
ち
料
理
の
伊
達

巻
に
使
う
た
め
、直
売
所
は
一
年
で
最
も
混
み
合

う
。敷
地
内
で
は
警
備
員
を
増
や
し
て
交
通
整
理

を
す
る
が
、駐
車
場
に
入
ろ
う
と
並
ぶ
車
列
で
渋

滞
が
起
き
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。年
末
以
外
で

も
一
〇
〇
個
単
位
で
ま
と
め
買
い
し
て
、近
所
で
分

け
る
人
も
い
る
。「
予
約
し
て
買
っ
て
く
れ
る
人
が

増
え
れ
ば
、行
列
も
少
な
く
な
る
し
、会
社
も
売
り

上
げ
が
安
定
す
る
ん
で
す
が
…
」。将
来
は
店
頭
販

売
と
予
約
販
売
を
半
々
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

真
秋
さ
ん
は
、経
営
を
任
さ
れ
る
日
が
来
て
も

規
模
を
拡
大
す
る
つ
も
り
は
な
い
。加
工
技
術
を

持
つ
企
業
と
の
連
携
は
あ
り
得
る
が
、自
ら
加
工

に
乗
り
出
す
つ
も
り
も
な
い
。「
理
想
は
自
分
が
い

な
く
て
も
、き
ち
ん
と
経
営
が
成
り
立
つ
会
社
に

す
る
こ
と
。そ
し
て
、い
つ
も
買
い
に
来
て
く
だ
さ

る
人
が
長
い
行
列
に
並
ぶ
こ
と
な
く
、少
し
で
も
買

い
や
す
く
す
る
こ
と
な
ん
で
す
」。多
く
を
語
る
タ

イ
プ
で
は
な
い
が
、仕
事
に
対
す
る
真
剣
さ
、責
任

感
の
強
さ
は
十
分
伝
わ
っ
て
き
た
。　
　
　
　

 

（
青
山 

浩
子
／
文　

河
野 

千
年
／
撮
影
）

生産部門ではベテランの従業員のほか、障がい者を雇用している。卵は店
頭販売をメインにしながら、地元に限って配達も計画している
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乳
牛
の
飼
養
管
理
に
お
い
て
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

バ
ラ
ン
ス
と
い
う
考
え
方
を
紹
介
し
た
い
。

　

乳
牛
、特
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
は
、乳
量
を
増
や
す

こ
と
に
特
化
し
て
育
種
改
良
が
な
さ
れ
、年
間
乳
量

一
万
㌔
グ
ラ
ム
を
超
す
乳
牛
は
珍
し
く
な
い
。乳
牛

は
自
ら
の
身
体
の
維
持
、成
長
に
加
え
、こ
の
よ
う
な

高
乳
量
を
生
産
す
る
た
め
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
費
す
る
。乳
牛
は
餌
を
食
べ
る
こ
と
で
、そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
摂
取
す
る
が
、こ
の
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

乳
生
産
や
身
体
の
維
持
な
ど
に

消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
差

を
、エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
と

い
う
。

　

こ
れ
は
、乳
牛
の
健
康
を
見

る
上
で
重
要
な
指
標
と
な
る
。

例
え
ば
、乳
生
産
が
盛
ん
な
泌

乳
初
期
は
、消
費
さ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
増
え
、摂
取
エ
ネ
ル

ギ
ー
よ
り
も
大
き
く
な
る
た
め
、

乳
牛
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
状

態
に
な
る
。こ
の
状
態
を
負
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
。

こ
の
状
態
が
続
く
と
、ケ
ト
ー
シ
ス
と
呼
ば
れ
る
病

気
の
発
症
や
繁
殖
性
の
低
下
、乳
房
炎
な
ど
の
原
因

と
な
る
。こ
の
結
果
、そ
の
後
の
乳
牛
の
健
全
性
を
損

な
う
こ
と
と
な
り
、長
命
連
産
性
を
阻
害
し
、生
涯
生

産
性
の
低
下
を
招
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

酪
農
家
に
と
っ
て
は
、長
命
連
産
性
に
優
れ
、生

涯
生
産
性
の
高
い
乳
牛
が
望
ま
し
い
。負
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
な
り
に
く
い
乳
牛
は
、長

命
連
産
性
に
優
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。長
命
連

産
性
の
評
価
に
は
長
時
間
を
要
す
る
が
、エ
ネ
ル

ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
初
産
や
二
産
目
ま
で
の
短

期
間
で
も
可
能
な
た
め
、長
命
連
産
性
を
改
良
す
る

た
め
の
良
い
指
標
と
な
り
得
る
。

　

し
か
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
摂
取
量
お
よ
び
消
費
量
を
全
て
測
定
し
て
求
め
る

も
の
で
あ
る
た
め
、多
く
の
個
体
で
測
定
す
る
の
は

難
し
い
。そ
こ
で
、乳
成
分
な
ど
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ

ラ
ン
ス
を
推
定
す
る
方
法
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、デ
ン
マ
ー
ク
の
乳

牛
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
、乳
成

分
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス

を
推
定
す
る
方
法
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。し
か
し
、よ
り
精
度
の

高
い
評
価
値
を
得
る
た
め
に
は
、

わ
が
国
の
乳
牛
を
用
い
て
推
定

式
を
新
た
に
作
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。幸
い
、日
本
に
は
牛
群
検

定
と
い
う
事
業
が
あ
り
、乳
成

分
の
デ
ー
タ
が
収
集
で
き
る
。

こ
の
た
め
、私
た
ち
農
研
機
構

畜
産
草
地
研
究
所
で
は
、牛
群

検
定
時
に
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ

ン
ス
を
推
定
す
る
方
法
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

全
国
の
公
立
試
験
場
や
大
学
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

乳
牛
の
飼
養
試
験
を
開
始
し
た
。

　

近
い
将
来
、牛
群
検
定
時
の
デ
ー
タ
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、エ

ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
遺
伝
的
改
良
が
可
能
と
な
り
、

生
涯
生
産
性
に
優
れ
た
乳
牛
を
酪
農
家
の
皆
さ
ん
に

供
給
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　

乳牛のエネルギーバランス
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構

畜産草地研究所 家畜育種繁殖研究領域長

韮澤 圭二郎

パーラーで搾乳される乳牛

Profile

にらさわ けいじろう
1956年福島県生まれ。79年東北大学農学部卒業。同
年農林水産省畜産試験場入省。農業生物資源研究
所、家畜改良センター、茨城県畜産センターを経て、
2003年から農研機構畜産草地研究所勤務、13年か
ら現職。専門は家禽育種、遺伝資源に関する研究。
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大
手
と
ひ
と
味
違
う
路
線

　

大
手
企
業
が
手
を
出
し
に
く
い
手
間

暇
と
コ
ス
ト
を
か
け
た
高
級
米
菓
を
主

力
商
品
と
し
て
い
る
の
が
、栃
木
県
日

光
市
の
山
田
行
彦
さ
ん
が
代
表
取
締
役

を
務
め
る
丸
彦
製
菓
株
式
会
社
だ
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
米
菓
は
日
常
生
活

に
定
着
し
て
い
る
。も
ち
米
を
原
料
と

す
る「
お
か
き
・
あ
ら
れ
」と
、う
る
ち

米
の「
せ
ん
べ
い
」の
市
場
は
年
間
二
五

〇
〇
億
円
に
達
し
て
い
る
。た
だ
食
生

活
の
洋
風
化
で
市
場
は
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
が
、近
年
は
若
い
人
た
ち
へ
の

浸
透
も
あ
っ
て
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
、業
界
最
大
手
の
企
業
が
七

割
近
い
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
持
ち
、中

小
規
模
の
企
業
の
多
く
は
厳
し
い
経
営

が
続
く
。さ
ら
に
、近
年
の
原
油
、資
材

高
騰
な
ど
に
よ
り
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な

い
中
小
の
米
菓
子
メ
ー
カ
ー
も
多
い
と

い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、丸
彦
製

菓
は
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い

る
。

　
「
品
質
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
が
企

業
の
生
き
残
り
、発
展
に
欠
か
せ
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
」と
山
田
さ
ん
は
言

う
。

　

当
社
は
米
菓
市
場
の
二
％
を
占
め
る

だ
け
の
規
模
だ
が
、回
転
率
を
重
視
す

る
大
手
で
は
ま
ね
で
き
な
い
特
徴
の
あ

る
製
品
で
消
費
者
に
支
持
さ
れ
、競
争

力
を
保
っ
て
い
る
。

　
国
産
に
こ
だ
わ
る

　

丸
彦
製
菓
は
先
代
で
あ
る
父
の
山
田

哲
蔵
さ
ん
が
一
九
二
七
年
に
宇
都
宮
市

で
焼
き
菓
子
製
造
を
始
め
た
の
が
創
業
。

山
田
さ
ん
が
一
九
六
四
年
に
他
社
で
五

年
間
の
修
行
を
積
ん
で
家
業
に
戻
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
米
菓
に
転
換
し
た
。

「
当
時
は
高
度
経
済
成
長
で
食
生
活
が

変
わ
り
、米
菓（
揚
げ
物
）消
費
が
伸
び

て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
私
が
経
営
の
柱

を
焼
き
菓
子
か
ら
揚
げ
小
丸
な
ど
の
米

菓
に
転
換
し
た
の
で
す
」

　

原
料
と
製
法
に
は
こ
だ
わ
り
、丸
彦

製
菓
は
当
初
よ
り
原
料
の
米
は
、国
産

米
一
〇
〇
％
だ
。さ
ら
に
、し
ょ
う
ゆ
、

塩
、の
り
、油
も
高
品
質
な
国
産
の
も
の

を
使
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
合

意
に
よ
り
一
九
九
五
年
度
以
降
、米
の

輸
入
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。そ
こ
で
、

大
手
な
ど
多
く
は
輸
入
米
を
原
料
に
使

い
始
め
た
。

　
「
コ
ス
ト
か
ら
考
え
る
と
、輸
入
し
た

加
工
用
米
の
方
が
圧
倒
的
に
安
い
の
は

確
か
で
す
。そ
れ
で
も
国
産
米
だ
け
を

使
う
の
は
、出
来
上
が
っ
た
製
品
の
味

が
全
く
違
う
と
感
じ
る
か
ら
で
す
」

山田行彦さん。「名水の郷日光おかき工房」にて。

経営紹介

栃木県日光市

　　　　　設立●創業は1927年、法人化は1968年
代表取締役社長●山田 行彦
　　　　資本金●3900万円
　　　　社員数●350人
　　　事業内容●米菓製造、販売の他、太陽光発電などで年 
　　　　　　　　商50億円。
　　米の使用量●もち米とうるち米を年間4,500㌧利用する
　　　　　URL●http://www.maruhikoseika.co.jp/

丸彦製菓株式会社

国産原料にこだわり
高級米菓で勝負する
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経営紹介

　

同
社
で
も
ち
米
を
使
う
あ
ら
れ
の
工

程
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。

　

日
光
国
立
公
園
の
伏
流
水
を
く
み
上

げ
、も
ち
米
を
浸
漬
し
た
後
に
ふ
か
す
。

そ
の
後
、き
ね
で
つ
い
て
丸
や
角
の
容

器
に
入
れ
、冷
蔵
庫
で
三
～
四
日
間
寝

か
す
。乾
燥
作
業
も
三
日
間
か
け
て
、焼

い
た
り
、揚
げ
た
り
す
る
。味
付
け
に
は

人
工
調
味
料
な
ど
は
使
わ
ず
、自
然
の

風
味
を
最
大
限
生
か
す
。い
ず
れ
も
品

質
本
位
を
目
的
に
ゆ
っ
く
り
し
た
プ
ロ

セ
ス
を
心
掛
け
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、こ
だ
わ
り
の
原
料
に

よ
り
手
間
を
か
け
て
作
ら
れ
る
商
品
は
、

大
量
生
産
品
と
は
一
線
を
画
す
。

　
直
売
所
の
意
見
を
商
品
に
反
映

　

二
〇
〇
〇
年
、日
光
市
内
に
、本
社
社

屋
と
栃
木
県
宇
都
宮
市
内
三
カ
所
の
工

場
を
集
約
し
た
新
社
屋
・
工
場
お
よ
び

直
売
所「
名
水
の
郷 

日
光
お
か
き
工

房
」を
、山
田
さ
ん
は
設
立
し
た
。こ
こ

で
、よ
り
安
全
な
製
品
の
製
造
を
目
指

し
、工
場
は
、危
害
分
析
・
重
要
管
理
点

方
式（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）に
対
応
。リ
ス
ク

を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
低
減
す
る
。商
談
な

ど
で
本
社
を
訪
れ
る
全
て
の
人
を
対
象

に
、粘
着
ロ
ー
ラ
ー
に
よ
る
清
浄
化
を

求
め
る
な
ど
厳
密
だ
。

　

コ
ス
ト
お
よ
び
環
境
へ
の
配
慮
で
は
、

〇
八
年
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
か
ら
液
化
天
然
ガ

ス
に
切
り
替
え
た
。二
酸
化
炭
素
排
出

を
二
五
％
削
減
で
き
る
と
い
う
。ま
た
、

工
場
の
屋
根
に
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

を
張
り
巡
ら
し
た
。太
陽
光
と
い
う
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
売
電

売
り
上
げ
は
一
億
四
〇
〇
〇
万
円
に
上

り
、経
営
の
収
益
部
門
に
育
ち
つ
つ
あ

る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
の
コ

ス
ト
削
減
を
進
め
て
い
る
。二
年
前
か

ら
製
品
の
包
装
ラ
イ
ン
に
ロ
ボ
ッ
ト
を

利
用
し
て
無
人
化
し
た
。製
造
ラ
イ
ン

の
一
部
に
も
導
入
を
検
討
す
る
な
ど
、

試
験
研
究
は
欠
か
さ
な
い
。

　

日
光
お
か
き
工
房
は
、世
界
遺
産
の

東
照
宮
で
知
ら
れ
る
国
内
有
数
の
観
光

地
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、年

間
に
五
〇
万
人
も
の
人
が
訪
れ
る
。

　
「
直
売
所
で
直
接
確
か
め
た
手
応
え

を
製
品
に
反
映
で
き
る
の
が
メ
リ
ッ
ト

で
す
」

　

丸
彦
製
菓
の
商
品
売
り
上
げ
の
八
割

以
上
は
問
屋
を
通
じ
た
量
販
店
や
コ
ン

ビ
ニ
向
け
販
売
だ
が
、消
費
者
の
手
応

え
を
直
接
確
か
め
な
が
ら
、製
品
開
発

を
行
え
る
の
は
同
社
の
強
み
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。

　
人
材
育
成
が
カ
ギ

　

山
田
さ
ん
は
、現
在
、経
営
移
譲
と
人

材
育
成
を
課
題
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い

る
。

　

経
営
を
移
譲
す
る
予
定
で
あ
る
長
男

の
邦
彦
さ
ん
を
山
田
さ
ん
は
こ
う
評
価

す
る
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
新

た
な
販
路
拡
大
の
面
で
、力
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。時
代
の
先
を
読
ん
で
柔
軟

に
経
営
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
ゆ
く
力

を
期
待
し
た
い
で
す
ね
」

　

ま
た
、社
員
教
育
で
は
、若
い
人
を
毎

年
二
〇
人
以
上
採
用
し
、研
修
の
中
で

「
製
品
は
企
業
の
心
」を
教
え
込
む
。礼

儀
と
も
の
作
り
の
基
本
を
徹
底
す
る
。

こ
れ
が
職
場
全
体
の
雰
囲
気
を
変
え
、

製
品
の
品
質
底
上
げ
や
安
全
の
確
保
に

つ
な
げ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
本
物
の
味
を
追
求
す
る

　

一
〇
年
に
一
度
く
ら
い
の
割
合
で
、

不
作
に
よ
り
原
料
米
の
手
当
て
に
困
る

時
も
あ
る
と
い
う
。

　

実
は
、一
度
冷
害
が
あ
っ
た
年
に
輸

入
米
の
一
部
利
用
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
試
験
製
造
を
し
た
と
い
う
。

し
か
し
、ど
う
し
て
も
輸
入
米
で
は
香

り
や
食
感
な
ど
、思
う
お
い
し
さ
が
で

な
い
。そ
の
と
き
は「
手
当
て
で
き
た
国

産
米
だ
け
で
製
造
を
続
け
ま
し
た
」と

振
り
返
る
。現
在
も
、米
は
、播
種
前
契

約
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
入
手
を
し

て
い
る
。

　

環
太
平
洋
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）が
発

効
す
れ
ば
、安
い
輸
入
米
が
加
工
原
料

と
し
て
さ
ら
に
入
っ
て
く
る
見
通
し
で

あ
り
他
社
は
海
外
依
存
を
高
め
、コ
ス

ト
競
争
が
激
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
山
田
さ
ん
は「
安
い
原
料
を

使
お
う
と
思
え
ば
、輸
入
米
だ
け
で
は

な
く
、で
ん
ぷ
ん
な
ど
を
加
え
て
関
税

を
安
く
し
た
調
製
米
粉
な
ど
も
手
に
入

り
ま
す
。実
際
に
使
っ
て
い
る
同
業
者

も
い
ま
す
。一
見
す
る
と
似
た
よ
う
な

商
品
を
作
れ
る
し
、原
価
も
下
が
り
ま

す
。し
か
し
、私
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

国
産
に
こ
だ
わ
り
本
物
の
味
を
追
求
し

続
け
る
こ
と
が
消
費
者
に
支
持
さ
れ
る

一
つ
の
要
因
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
」と
言
う
。

　

そ
こ
で
、こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
る
の

は
日
本
産
原
料
の
強
み
を
活
か
し
た
輸

出
だ
と
い
う
。

　
「
今
は
米
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど

で
月
に
二
〇
〇
万
円
ほ
ど
の
売
り
上
げ

で
す
。価
格
は
高
め
で
す
が
、富
裕
層
を

中
心
に
固
定
客
が
つ
き
始
め
ま
し
た
。

今
後
は
、成
長
が
見
込
め
る
中
国
や
タ

イ
な
ど
に
も
広
げ
て
行
く
計
画
で
す
」

と
意
気
込
む
。

　
「
世
の
中
は
常
に
変
わ
り
ま
す
。時
代

の
流
れ
を
先
読
み
し
、一
歩
進
ん
で
い

た
い
と
思
い
ま
す
」と
、山
田
さ
ん
は
先

を
見
つ
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

山
田 

優
）
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京
都
北
部
で
銘
柄
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
生

産
す
る
企
業
が
良
食
味
と
お
し
ゃ
れ
な

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の「
京
都
丹
波
―

農
樹
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
み
を
活

か
し
、台
湾
や
香
港
、米
国
へ
の
輸
出
に
乗

り
出
し
た
。米
の
生
産
か
ら
加
工
、販
売
ま

で
を
手
掛
け
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
付
加
価
値
を
付
け
る
と

い
う
経
営
手
法
が
特
長
だ
。

　
台
湾
商
社
と
ビ
ジ
ネ
ス
パ
イ
プ

―
―
味
の
良
さ
や
京
都
の
知
名
度
を
活
用

し
て
一
年
前
か
ら
台
湾
に
米
を
輸
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
、順
調
で
す
か
。

中
津
隈　
会
長
の
父
親
も
私
も
、海
外
、特

に
ア
ジ
ア
で
の
生
活
や
旅
行
体
験
を
踏
ま

え
、日
本
産
の
米
の
ニ
ー
ズ
が
十
分
あ
る
と

見
て
、海
外
に
打
っ
て
出
よ
う
と
考
え
て
い

た
時
に
、日
本
公
庫
の「
ト※

ラ
イ
ア
ル
輸
出

支
援
事
業
」を
知
り
、こ
れ
を
活
用
し
て
台

湾
へ
の
輸
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

―
―
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
？

中
津
隈　
台
湾
の
テ
イ
サ
ン
国
際
有
限
公

司
と
い
う
専
門
商
社
を
日
本
公
庫
に
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、そ
こ
を
通
じ
て
二
〇
一
五

年
二
月
に「
京
都
丹
波
―
農
樹
」ブ
ラ
ン
ド

の
米
を
台
湾
の
大
手
ス
ー
パ
ー
店
頭
に
並

べ
、試
食
販
売
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。う
れ

し
い
こ
と
に
評
判
は
上
々
で
、昨
年
一
年
間

で
一
袋
二
㌔
グ
ラ
ム
の
米
が
一
五
〇
〇
袋

も
売
れ
ま
し
た
。窓
口
の
専
門
商
社
の
社
長

も
私
た
ち
の
現
場
を
見
学
し
て
く
れ
る
な

ど
、ビ
ジ
ネ
ス
の
パ
イ
プ
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
香
港
で
は
輸
出
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
活

用
し
て
、販
路
開
拓
に
取
り
組
み
始
め
ら
れ

た
よ
う
で
す
ね
。

中
津
隈　
私
た
ち
は
食
味
な
ど
に
関
し
て

強
み
を
持
っ
て
い
て
も
、輸
出
先
市
場
の
開

拓
ま
で
は
手
が
回
ら
な
か
っ
た
だ
け
に
、大

助
か
り
で
す
。「
輸
出
商
談
サ
ポ
ー
ト
」を
活

用
し
な
が
ら
、独
自
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー

チ
も
行
い
、現
地
の
ニ
ー
ズ
を
探
っ
て
販
売

戦
略
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ご
飯
の
レ
シ
ピ
が
米
国
で
好
評

―
―
ア
ジ
ア
向
け
と
別
に
米
国
向
け
に
真

空
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
も
販
売
？

中
津
隈　
お
す
し
な
ど
か
ら
、日
本
産
米

の
味
の
良
さ
が
欧
米
で
も
評
価
を
得
て
い

ま
す
。た
だ
、彼
ら
は
米
を
毎
日
食
べ
る
習

慣
が
な
い
こ
と
、ま
た
炊
飯
器
を
使
っ
て
米

を
炊
く
食
文
化
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、真

空
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
に
し
て
電
子
レ
ン
ジ
な

ど
で
温
め
て
食
べ
る
方
法
な
ら
売
れ
る
か

も
し
れ
な
い
と
考
え
た
の
で
す
。

―
―
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
を
踏
ま
え
た

販
売
見
通
し
は
い
か
が
で
す
か
。

中
津
隈　
三
パ
ッ
ク
詰
め
を
現
地
で
販
売

し
た
と
こ
ろ
、価
格
が
手
頃
な
こ
と
を
含
め

て
手
応
え
が
あ
り
、十
分
に
市
場
開
拓
が

可
能
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
販
売
に
当
た
っ
て
、米
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
を
添
付
し
て
、食
べ
方
も
提
案
し
て

い
ま
す
。こ
れ
も
手
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
、ご
飯
を
し
ょ

う
ゆ
と
バ
タ
ー
で
味
付
け
し
て
食
べ
る
と

い
う
提
案
に
は「
お
い
し
い
」と
好
評
で
し

た
。さ
ま
ざ
ま
な
付
加
価
値
を
付
け
て
売

る
と
い
う
経
営
手
法
は
今
後
、ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
付
加
価
値
経
営
と
い
う
点
で
は
、海

外
で
の
京
都
の
知
名
度
の
高
さ
は
ブ
ラ
ン

ド
に
プ
ラ
ス
？

中
津
隈　
京
都
は
文
化
都
市
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
の
か
、米
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
に

よ
く
驚
か
れ
ま
す
。味
に
は
自
信
が
あ
り

京
都
ブ
ラ
ン
ド
で
銘
柄
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
輸
出

食
べ
方
の
提
案
な
ど
付
加
価
値
を
高
め
て
販
売

中
津
隈 

一
樹
さ
ん
京
都
府

株
式
会
社
農
樹

シ
リ
ー
ズ

変
革
は
人
に
あ
り
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変革は人にあり

ま
す
の
で
、私
た
ち
と
し
て
は
あ
と
は「
京

都
丹
波
―
農
樹
」ブ
ラ
ン
ド
の
米
を
ア
ピ
ー

ル
し
、特
に
海
外
で
は
京
都
の
知
名
度
の
高

さ
を
付
加
価
値
に
し
て
販
売
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
は

差
別
化
戦
略
で
す
か
。

中
津
隈　
食
味
な
ど
に
自
信
を
持
っ
て
い

ま
し
た
が
、ま
ず
売
れ
な
く
て
は
何
に
も
な

ら
な
い
の
で
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
な

ど
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

―
―
「
京
都
丹
波
―
農
樹
」の
ブ
ラ
ン
ド
は

ユ
ニ
ー
ク
で
す
ね
。

中
津
隈　
黒
を
背
景
に
金
文
字
で「
農
樹
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と

い
う
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
は
、米
袋
を
製
造
す
る

会
社
の
若
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
提
案
で
、

そ
れ
を
す
ぐ
に
採
用
し
ま
し
た
。最
初
は
、

「
京
都
丹
波
コ
シ
ヒ
カ
リ
」と
し
て
売
り
出

し
た
の
で
す
が
、他
の
企
業
に
ま
ね
を
さ
れ

て
、差
別
化
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
農
樹
」

の
名
前
を
入
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
に
し
た
と
こ

ろ
、売
れ
行
き
が
伸
び
た
の
で
す
。

　

同
じ
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
も
市
場
評
価
の
高

い
新
潟
県
魚
沼
産
の
よ
う
に
、ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
う
ま
く
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
、十
分
に
対

抗
で
き
る
こ
と
が
、外
部
の
評
価
で
分
か
っ

た
の
で
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
ア
ピ
ー
ル

―
―
と
言
い
ま
す
と
？

中
津
隈　
京
都
伊
勢
丹
の
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん

が
最
初
に
農
樹
の
米
を
評
価
し
て
く
だ
さ

り
、納
入
し
た
の
で
す
が
、そ
の
時
の
評
価

が
味
と
ブ
ラ
ン
ド
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
だ
っ
た

の
で
す
。京
都
の
デ
パ
ー
ト
で
の
売
れ
行
き

が
良
か
っ
た
た
め
、東
京
の
新
宿
伊
勢
丹
本

店
に
加
え
、伊
勢
丹
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
三
越

の
日
本
橋
本
店
や
銀
座
店
に
も
置
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
れ
が
好
循
環
し
て
他
の

デ
パ
ー
ト
に
も
販
路
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
輸
出
事
業
は
、ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
規
模
も
小
さ
い
で
す
が
、戦
略
次

第
で
も
っ
と
拡
大
で
き
ま
す
。米
の
味
の
良

さ
、ブ
ラ
ン
ド
力
と
い
う
強
み
を
活
か
し
て

ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―
二
五
歳
の
若
さ
で
、生
産
だ
け
で
な
く

加
工
や
販
売
、輸
出
ま
で
幅
広
く
経
営
に

関
わ
っ
て
お
ら
れ
、意
欲
的
で
す
ね
。

中
津
隈　
稲
作
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は

楽
観
で
き
ま
せ
ん
が
、手
の
打
ち
方
次
第
で

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
十
分
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。加
工
、販
売
を
含
め
た
六
次
産

業
化
経
営
に
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
付
加

価
値
を
強
く
押
し
出
せ
ば
存
在
感
を
出
せ

る
は
ず
で
す
。若
輩
で
す
が
、自
分
ら
し
い

発
想
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
の
た

め
現
場
を
訪
れ
た
際
に
、農
業
生
産
の
道
を

歩
も
う
と
決
断
さ
れ
た
と
か
。

中
津
隈　

大
学
在
学
中
は
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
に
な
ろ
う
か
と
も
考
え
て
い
ま

し
た
。と
こ
ろ
が
三・一
一
の
被
災
地
の
厳
し

い
現
実
を
見
て
、人
の
た
め
に
生
き
る
と
し

た
ら
何
が
あ
る
か
と
考
え
、農
業
し
か
な
い

と
思
っ
た
の
で
す
。そ
れ
と
、父
親
の
農
業

へ
の
取
り
組
み
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
も

大
き
い
で
す
。

―
―
と
言
い
ま
す
と
？

中
津
隈　
私
が
二
〇
歳
近
く
に
な
っ
た
時
、

父
親
が
東
京
で
の
土
木
・
建
設
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
の
仕
事
か
ら
一
転
、脱
サ
ラ
し

て
三
〇
歳
で
就
農
し
た
の
は
な
ぜ
な
の
か

を
聞
い
た
際
、そ
の
生
き
方
に
強
く
共
感
し

パッケージデザインに工夫を凝らした商品の前で経営を語る中津隈一樹社長

Profile

な
か
つ
く
ま 

か
ず
き

一
九
九
〇
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。二
五
歳
。明
治
国
際
医

療
大
学
在
学
中
の
二
〇
一
一
年
三
月
、東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
に
実
家
で
生
産
し
た
米
を
持
っ
て
支
援
に
向

か
っ
た
。そ
の
際
、農
業
生
産
の
重
要
性
を
感
じ
、大
学

を
中
退
し
て
同
年
四
月
に
自
営
就
農
。持
ち
前
の
研
究

熱
心
さ
、フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
で
、一
四
年
に
株
式
会

社
農
樹
を
設
立
し
、代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。現
在

に
至
る
。

Data株
式
会
社
農
樹

京
都
府
綾
部
市
に
本
社
。資
本
金
三
〇
〇
万
円
。中
津

隈
一
樹
社
長
。会
長
は
創
業
者
で
実
父
の
俊
久
氏
。一

九
九
五
年
に
創
業
し
、二
〇
一
四
年
に
法
人
化
。米
の

品
種
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
特
化
し
、減
農
薬
の
特
別
栽

培
米
を
二
〇
㌶
の
借
地
で
独
自
工
夫
し
て
栽
培
。日

本
公
庫
の「
ト
ラ
イ
ア
ル
輸
出
支
援
事
業
」と
い
っ
た

輸
出
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
て
、台
湾
や
香
港
な

ど
に
米
を
輸
出
。社
員
三
人
。年
商
四
七
〇
〇
万
円
。
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変革は人にあり

ま
し
た
。そ
こ
へ
三・一
一
が
重
な
っ
た
た
め
、

背
中
を
押
さ
れ
た
よ
う
な
形
に
な
り
、大

学
を
中
退
し
て
早
く
就
農
し
た
い
、と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
た
の
で
す
。

―
―
お
父
さ
ん
の
生
き
方
で
、共
感
さ
れ
た

部
分
は
ど
ん
な
点
だ
っ
た
の
で
す
か
。

中
津
隈　
父
親
は
面
白
い
生
き
方
を
し
て

い
て
、大
学
時
代
に
休
学
し
て
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
に
行
く
な
ど
海
外
放
浪
の
旅
を
し
ま
し

た
。そ
の
後
、仕
事
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ

た
際
、そ
こ
で
は
農
村
か
ら
都
市
へ
の
若
者

の
流
出
が
激
し
く
、農
地
が
荒
廃
し
て
悲
惨

な
状
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。父
親
は
似
た
よ

う
な
状
況
で
あ
っ
た
日
本
の
農
業
を
何
と

か
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、帰
国

後
、一
九
九
五
年
に
退
社
し
、母
親
の
実
家

が
あ
っ
た
現
在
の
京
都
府
綾
部
市
に
移
住

し
、就
農
し
た
の
で
す
。

―
―
お
父
さ
ん
は
農
業
経
験
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。

中
津
隈　
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。耕
作
放
棄
地
を
借
り

て
、周
辺
農
家
に
教
え
を
請
い
、畑
作
に
比

べ
て
取
り
組
み
や
す
い
稲
作
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
よ
う
で
す
。

―
―
お
父
さ
ん
が
就
農
し
た
当
初
は
、志

と
は
別
に
、ご
苦
労
も
多
か
っ
た
？

中
津
隈　
そ
う
で
す
。現
在
は
耕
作
放
棄

地
だ
っ
た
農
地
を
中
心
に
二
〇
㌶
ほ
ど
の

借
地
で
米
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。初
め
は
な

か
な
か
借
り
ら
れ
る
農
地
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。一
〇
年
目
あ
た
り
か
ら
地
域
の
人

た
ち
と
の
信
頼
関
係
が
で
き
、「
う
ち
の
農

地
を
使
っ
て
ほ
し
い
」と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
、生
産
効
率
の
良
い
農
地
を
中

心
に
集
約
化
が
進
み
ま
し
た
。

　法
人
化
で
経
営
の
間
口
広
げ
る

―
―
二
年
前
の
法
人
化
で
、お
父
さ
ん
は
当

時
五
〇
歳
と
若
い
の
に
、社
長
に
中
津
隈
さ

ん
を
指
名
し
た
の
は
驚
き
で
す
ね
。

中
津
隈　
私
も
驚
き
ま
し
た
。し
か
し
、父

親
は「
今
後
の
人
生
を
見
た
ら
、俺
よ
り
も

長
く
生
き
て
経
営
を
や
る
の
は
お
前
だ
。農

樹
と
い
う
会
社
の
顔
を
つ
く
る
の
は
お
前

だ
」と
譲
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

―
―
そ
の
一
言
で
、二
三
歳
で
社
長
を
引
き

受
け
ら
れ
た
？

中
津
隈　
い
い
え
、そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。父
親
は「
若
者
が
農
村
か
ら
出
て

行
っ
て
し
ま
う
と
、残
る
の
は
年
寄
り
ば
か

り
。そ
ん
な
こ
と
を
続
け
れ
ば
農
業
の
担
い

手
が
生
ま
れ
な
い
。農
業
に
対
し
て
一
石
を

投
じ
る
若
者
に
こ
そ
期
待
す
べ
き
だ
。そ
こ

で
農
樹
は
、お
前
に
期
待
す
る
」と
。

―
―
法
人
化
は
お
二
人
の
判
断
？

中
津
隈　
そ
う
で
す
。そ
れ
ま
で
は
父
親
の

個
人
事
業
で
し
た
が
、今
後
は
中
津
隈
家

の
米
で
は
な
く
、株
式
会
社
農
樹
の
米
に
す

べ
き
だ
、と
い
う
こ
と
、ま
た
誰
に
で
も
経

営
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
経
営
の
間

口
を
広
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
一

致
し
、決
断
し
ま
し
た
。

―
―
社
名
の「
農
樹
」と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ

は
法
人
化
の
際
に
付
け
た
も
の
で
す
か
。

中
津
隈　
い
い
え
、父
親
が
農
業
を
始
め
た

時
に
付
け
た
屋
号
で
す
。父
親
は「
一
本
の

樹
の
よ
う
に
お
お
ら
か
に
の
び
の
び
と
、そ

う
い
う
農
家
に
私
は
な
り
た
い
」と
詩
を
詠

み
、「
農
業
は
稼
げ
る
産
業
に
な
ら
な
い
と

若
者
が
農
村
か
ら
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。誰

も
が
参
入
し
て
努
力
と
工
夫
次
第
で
も
う

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、農
業
を
ケ
ヤ

キ
の
よ
う
な
タ
フ
な
樹
に
す
る
の
だ
」と
い

う
願
い
を
込
め
た
社
名
な
の
で
す
。私
も
こ

の
発
想
に
納
得
し
て
い
ま
す
。

―
―
農
樹
の
米
生
産
の
強
み
は
？

中
津
隈　
お
い
し
く
て
安
全
な
米
作
り
に

徹
す
る
こ
と
で
す
。減
農
薬
の
特
別
栽
培

米
と
し
て
、銘
柄
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
生
産
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
特
に
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
い
ま
す
。固
形
燃
料
化
し
た
も
み

殻
を
冬
場
に
ス
ト
ー
ブ
で
燃
や
し
て
ケ
イ

酸
を
取
り
出
し
、完
熟
し
た
有
機
肥
料
と

混
ぜ
合
わ
せ
て
田
ん
ぼ
に
散
布
し
て
い
ま

す
。こ
れ
が
稲
の
栄
養
と
な
る
の
で
す
。

　

種
は
六
〇
度
の
温
度
で
消
毒
し
た
後
、農

薬
を
使
用
せ
ず
に
育
苗
し
、田
ん
ぼ
で
は
太

陽
光
を
取
り
入
れ
や
す
い
よ
う
に
普
通
よ

り
広
め
に
間
隔
を
開
け
て
苗
を
植
え
ま
す
。

田
植
え
後
は
除
草
に
農
薬
を
使
わ
ず
、夏

場
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
給
し
、水
管
理
も
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

―
―
販
売
は
デ
パ
ー
ト
な
ど
へ
の
直
接
販

売
と
通
信
販
売
を
行
っ
て
い
る
と
か
。

中
津
隈　
そ
う
で
す
。私
た
ち
は
農
協
の

組
合
員
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、農
協
に
玄
米

の
ま
ま
で
出
荷
す
る
と
、独
自
の
食
味
の
良

さ
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ず
、収
益
も
上
げ

ら
れ
な
い
た
め
、自
分
た
ち
で
販
路
を
開
拓

し
て
い
ま
す
。

―
―
食
味
は
ど
ん
な
点
に
工
夫
を
？

中
津
隈　
乾
燥
や
調
整
に
工
夫
を
凝
ら
し

て
弾
力
あ
る
食
感
を
出
し
、か
む
ほ
ど
に
甘

み
が
増
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。精
米
後
の

選
別
に
つ
い
て
も
、選
別
網
で
真
っ
白
な
大

粒
の
米
だ
け
を
取
り
出
す
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

―
―
今
後
の
経
営
課
題
は
何
で
す
か
。

中
津
隈　
米
の
生
産
か
ら
加
工
、流
通
販

売
に
輸
出
も
加
え
た
六
次
産
業
化
経
営
を

う
ま
く
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
す
。特
に
輸

出
は
課
題
が
ま
だ
多
い
で
す
が
、チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

 

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

牧
野 

義
司
）

※
ト
ラ
イ
ア
ル
輸
出
支
援
事
業
…
日
本
公
庫
農

林
水
産
業
と
取
引
の
あ
る
農
林
漁
業
者
・
食
品

企
業
が
生
産
し
た
農
林
水
産
物
や
農
産
加
工

品
を
海
外
に
輸
出
す
る
場
合
に
、そ
の
販
路
開

拓
を
後
押
し
す
る
た
め
、輸
出
前
の
準
備
か
ら

輸
出
の
手
続
き
、販
売
、売
れ
行
き
状
況
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ま
で
、一
貫
し
た
輸
出
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
調
査
事
業
。
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書評

　

表
紙
に
は
彩
色
を
施
し
た
細
密
画
を
一
面
に
描
き
、砂す

な

川か
わ

白し
ら

茎く
き

牛ご
ぼ
う蒡

、紅べ
に

丸ま
る

型が
た

廿は
つ
か日

大だ
い

根こ
ん

な
ど
と
伝
統
野
菜
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
種
子
絵
袋
で
、伝
統
野
菜
の

由
来
を
調
べ
て
い
る
と
き
に
、東
京
農
業
大
学
の
図
書
館

で
偶
然
見
つ
け
た
。野
菜
種
子
を
入
れ
る
袋
だ
が
、販
売

用
に
作
ら
れ
た
種
子
入
れ
を
、な
ぜ
こ
ん
な
に
凝
っ
た
も

の
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、種た

子ね

屋や

の
こ
と
が
ず
っ

と
気
に
な
っ
て
い
た
。

　

種
子
屋
と
は
、野
菜
種
子
の
育
種
か
ら
生
産
・
流
通
を

担
う
業
種
で
あ
る
。稲
作
、養
蚕
に
比
し
て
、野
菜
研
究
は

注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
、野
菜
生
産
の
歴
史
を
た

ど
っ
て
み
る
と
、種
子
で
は
明
治
初
期
ま
で
が「
在
来
種
」

の
時
代
で
、明
治
中
期
・
後
期
か
ら
昭
和
三
〇
年
頃
ま
で

は「
固
定
種
」、昭
和
四
〇
年
以
降
は「
Ｆ
１
品
種
」に
分
類

さ
れ
る
。ち
な
み
に
、江
戸
時
代
中
期
に
野
菜
の
商
品
化

青
木 

宏
高

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
良
い
食
材
を
伝
え
る
会
」理
事
）

が
始
ま
る
が
、江
戸
の
人
口
が
一
〇
〇
万
人
を
超
え
、食

料
の
需
要
が
高
ま
り
、江
戸
近
郊
の
農
村
が
発
展
す
る
。

こ
の
時
期
に
生
産
が
忙
し
く
、自
家
採
種
の
種
子
生
産
に

ま
で
手
が
回
ら
な
く
な
り
、種
子
屋
が
登
場
す
る
。滝た

き

野の

川が
わ

人に
ん

参じ
ん
の
種
子
を
販
売
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

　

在
来
種
と
い
う
の
は
、遺
伝
的
に
雑
ぱ
く
で
親
と
同
じ

形
状
に
は
育
た
な
い
場
合
が
多
い
。作
る
人
や
作
る
土
地

に
よ
っ
て
形
や
大
き
さ
に
不
ぞ
ろ
い
が
現
れ
る
。そ
こ
で

在
来
種
か
ら
形
や
大
き
さ
の
そ
ろ
っ
た
品
種
を
選
抜
し
、

固
定
す
る
技
術
の
確
立
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
固
定
種
で
あ

る
。親
品
種
に
同
じ
特
長
を
持
つ
固
定
種
で
あ
る
が
、在
来

種
と
の
違
い
は
形
質
が
固
定
さ
れ
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。

　

そ
し
て
近
代
都
市
が
形
成
さ
れ
、都
市
人
口
が
増
加
す

る
と
、野
菜
需
要
が
拡
大
し
、野
菜
の
商
品
化
が
進
ん
で
、

固
定
種
が
作
り
出
さ
れ
た
。実
は
、こ
の
役
割
を
担
っ
た

の
が「
種
子
屋
」と
呼
ば
れ
た
人
々
で
あ
る
。固
定
種
の
野

菜
を「
生
み
、育
て
、広
め
た
」人
々
な
の
で
あ
る
。

　

先
述
し
た「
在
来
種
・
固
定
種
・
Ｆ
１
種
」分
類
の
背
景

に
は
、野
菜
生
産
を
支
え
る
育
種
技
術
の
進
歩
が
存
在
し

て
い
る
。こ
の
育
種
技
術
の
進
歩
な
し
に
は
、日
本
の
野

菜
生
産
の
発
展
は
な
か
っ
た
。こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
種
子
屋
が
野
菜
育
種
の
歴
史
上
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
本
を
ま
と
め
る
た
め
に
著
者
の
阿
部
希
望
さ
ん

は
、明
治
か
ら
昭
和
戦
前
の
種
子
屋
が
残
し
た
経
営
帳

簿
、注
文
葉
書
、種
苗
カ
タ
ロ
グ
な
ど
貴
重
な
史
料
を
た

ど
っ
て
八
年
間
を
要
し
た
と
い
う
。史
料
に
は
、生
身
の

人
間
の
熱
意
と
真
面
目
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。野
菜
種
子

に
関
心
を
持
つ
人
に
必
読
の
一
冊
で
あ
る
。　
　
　
　

一
次
史
料
を
た
ど
る
育
種
の
世
界

書
評

週刊ダイヤモンド 2016年2月6日号 攻めに転じる大チャンス 儲かる農業  ダイヤモンド社 657円
減反廃止 農政大転換の誤解と真実 荒幡 克己/著 日本経済新聞出版社 2,600円
週刊エコノミスト 2016年2月2日特大号 農業がヤバい　  毎日新聞出版 620円
農業と経済 2015年12月臨時増刊号 世界をゆるがす中国農業  昭和堂 1,700円
GDP4％の日本農業は自動車産業を超える 窪田 新之助/著 講談社 890円
シカ問題を考える バランスを崩した自然の行方 高槻 成紀/著 山と渓谷社 800円
農業経済学講義 山崎 亮一/著 日本経済評論社 2,800円
農家と農業 お米と野菜の秘密 板垣 啓四郎/監修 実業之日本社 800円 
漁師と水産業 漁業・養殖・流通の秘密  小松 正之/監修 実業之日本社 800円 

『ポスト貿易自由化』時代の貿易ルール  林 正德、弦間 正彦/編著 農林統計出版 4,000円

タイトル 著者 出版社 定価
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

読まれてます 三省堂書店農林水産省売店（２０１６年２月１日～２月２９日・税抜） 

（農山漁村文化協会・3,500円 税抜）

『
伝
統
野
菜
を
つ
く
っ
た
人
々

　
　
　
　
　
　 

「
種
子
屋
」の
近
代
史
』

阿
部 
希
望 
著
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歯
舞
地
区
に
つ
い
て
は
、根
室
市
の
八
％
程
度
を
占
め
る

二
二
五
五
人
で
す
。地
区
の
基
幹
産
業
は
漁
業
で
す
。歯

舞
漁
協
の
正
組
合
員
数
は
、四
四
三
人
、准
組
合
員
三
一

五
人
の
合
計
七
五
八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
二
〇
一
五
年

一
二
月
末
実
勢
）主
力
漁
業
は
、組
合
員
の
七
五
％
程
度

が
依
存
す
る
前
浜
の
昆
布
漁
業
で
す
。し
か
し
、漁
船
漁

業
な
ど
も
盛
ん
で
あ
り
、組
合
員
が
作
る
漁
業
部
会
は
二

六
部
会
に
も
及
び
ま
す
。

　

さ
て
次
に
、本
題
の
協
議
会
の
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

二
〇
〇
四
年
、北
海
道
開
発
局
は
、全
国
へ
の
水
産
物

供
給
基
地
と
し
て
の
役
割
を
将
来
に
わ
た
り
守
り
育
て

て
い
く
た
め
、北
海
道
水
産
業
・
漁
港
漁
村
の
将
来
像
を

示
し
た「
北
海
道
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
21
」を
策
定
し
ま
し

た
。道
内
各
地
域
で
、関
係
者
が
協
議
会
を
組
織
し
て「
地

域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
た
上
で
、さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
展
開
し
、地
域
活
性
化
に
大
い
に
寄
与
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。「
水
産
業
を
通
じ
た
地
域
振

興
」で
あ
り
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
地
域
住
民
と
行
政
の

協
働
で
進
め
て
い
ま
す
。　

　
「
歯
舞
地
区
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
協
議
会
」の
構
成
員
は
、

地
域
住
民
、商
工
、観
光
、農
業
、地
域
環
境
、人
材
育
成
、

漁
協
、水
産
流
通
、行
政
機
関
な
ど
四
三
人
と
地
域
の
青

年
会
を
主
体
と
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
四
〇
人
の

合
計
で
八
三
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
の
漁
協
の
役
割
は
、実
戦
部
隊
と
い
う
表
現

が
合
う
で
し
ょ
う
か
。構
成
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
説
明
か
ら
、現
在
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
な
ど
、中
心
と

な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、大
学
の
教
授
に
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、地
域
全
体
の
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、何
を
計
画

し
、ど
う
実
践
す
る
か
、ど
う
す
れ
ば
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
の
か
、少
子
高
齢
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
中

で
ど
う
す
れ
ば
地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
の
か
な
ど
を
、

複
数
に
わ
た
り
鋭
意
検
討
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、地
区
の
青
年
か
ら
意
見
を
聞
く
地
区
懇
談

会
も
開
催
し
若
い
人
の
考
え
も
取
り
入
れ
て
い
き
ま
し

た
。そ
し
て
、前
述
の「
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し

た
の
で
す
。理
念
は
、「
漁
村
の
役
割
は
何
か
？ 

を
探
求

連
載　
地
域
再
生
へ
の
助
走

　
地
域
に
有
る
も
の
掘
り
起
こ
そ
う

　
「
将
来
も
歯
舞
地
区
が
有
益
な
漁
村
と
し
て
存
在
し
続

け
る
た
め
に
は
、こ
の
地
域
に
無
い
も
の
を
無
理
に
実
施

す
る
よ
り
は
、あ
る
も
の
を
掘
り
起
し
な
が
ら
、そ
の
特

性
を
活
か
そ
う
！
」

　

二
〇
〇
六
年
に
北
海
道
の
根
室
市
歯
舞
地
区
で
設
立

さ
れ
た「
歯
舞
地
区
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
協
議
会
」は
、試
行

錯
誤
を
経
て
、翌
〇
七
年
、水
産
業
を
核
と
し
た
地
域
振

興
方
針「
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」を
作
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
活
動
内
容
を
お
伝
え
す
る
前
に
、ま
ず
は
歯

舞
地
区
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
、と
い
う
こ
と
か

ら
話
し
ま
し
ょ
う
。歯
舞
地
区
は
、北
海
道
根
室
市
街
か

ら
東
に
約
一
五
㌔
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
あ
り
、太
平
洋
と

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た
日
本
本
土
最
東
端
の
根
室
半

島
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
土
最
東
端
の
岬
で
あ
る
納の

さ
っ
ぷ

沙
布
岬
か
ら
は
北
方
領

土
の
島
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
口
は
、根
室
市
全
体
で
二
万
七
六
二
九
人
で
す
が
、

ま
ち

づ
く

り
　むらづくり　まちづくり　

む
ら

づ
く

りドットコム
.com

ま
ちづくり　むらづくり

歯
舞
漁
業
協
同
組
合 

参
事

水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
や
都
市
漁
村
交
流
活
動

豊
か
な
海
を
活
か
し
た
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

北
海
道
根
室
市

平
山 

明
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す
る
」で
す
。

　

取
り
組
み
と
し
て
は
、「
歯
舞
産
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
の
推
進
」「
漁
民
が
居
住
す
る
こ
と
に
よ
る
多
面
的
な

機
能
の
強
化
」「
地
域
の
衛
生・環
境
問
題
に
積
極
的
に
取

り
組
み
」「
都
市・漁
村
交
流
の
活
動
を
推
進
し
歯
舞
の
良

さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
」と
い
う
四
つ
の
基
本
構
想
を
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
部
会
に
お
い
て
具
体
策
を
協
議
・
検
討
し
て

実
践
し
て
い
ま
す
。

　
ア
イ
デ
ア
商
品
を
ブ
ラ
ン
ド
化

　

そ
れ
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　
「
歯
舞
産
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
」で
は
、漁
協

所
属
の
一
八
の
漁
業
部
会（
現
在
は
二
二
部
会
）が
連
携
、

専
門
部
会
で
あ
る「
歯
舞
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
」を
設
置
し
、「
一
漁
業
部
会
一
ブ
ラ
ン
ド
化
運
動
」を
展

開
し
て
い
ま
す
。こ
の「
一
漁
業
部
会
一
ブ
ラ
ン
ド
化
運

動
」の
き
っ
か
け
は
、も
と
も
と
漁
協
で
開
発
、販
売
を
し

て
い
た「
は
ぼ
ま
い
昆
布
し
ょ
う
ゆ
」と「
歯
舞
早
煮
昆

布
」に
あ
り
ま
す
。は
ぼ
ま
い
昆
布
し
ょ
う
ゆ
は
、本
醸
造

し
ょ
う
ゆ
と
昆
布
一
番
だ
し
を
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
ブ

レ
ン
ド
し
た
商
品
で
、「
歯
舞
早
煮
昆
布
」は
歯
舞
群
島
の

本
土
か
ら
一
番
近
い
貝
殻
島
で
採
る
本
格
的
に
成
長
す

る
時
期
前
に
採
取
す
る
柔
ら
か
い
昆
布
で
す
。漁
協
で
は
、

地
域
団
体
商
標
制
度
が
で
き
た
二
〇
〇
六
年
に
、「
は
ぼ

ま
い
昆
布
し
ょ
う
ゆ
」を
地
域
団
体
商
標
と
し
て
登
録
を

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
続
け
と
ば
か
り
に
各
漁
業
部
会
が
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
し
、こ
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、さ
ん
ま
部
会
の「
一
本
立
ち
歯
舞
さ
ん
ま
」を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。一
本
立
ち
歯
舞
さ
ん
ま
は
、そ
の

名
の
通
り
、生
の
状
態
で
し
っ
ぽ
を
持
つ
と
ピ
ン
と
立
つ

ほ
ど
の
高
鮮
度
で
す
。朝
の
市
場
に
一
本
立
ち
歯
舞
さ
ん

ま
を
出
荷
す
る
た
め
に
、漁
業
者
は
、前
夜
の
う
ち
に
漁

に
出
ま
す
。そ
し
て
、釣
っ
た
サ
ン
マ
の
う
ち
、大
型
サ
イ

ズ
を
厳
選
し
、船
上
で
箱
詰
め
し
ま
す
。そ
の
他
に
も
流

水
式
紫
外
線
浄
化
シ
ス
テ
ム（
殺
菌
シ
ス
テ
ム
）と
マ
イ

ク
ロ
ア
イ
ス（
鮮
度
維
持
）を
活
用
し
、鮮
度
保
持
を
し
て

い
ま
す
。

　

他
に
も
、う
に
漁
業
部
会
の「
歯
舞
日
の
出
う
に
」（
塩

水
で
パ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
）、定
置
部
会
の「
歯
舞
し
ゃ
け

丸
」（
厳
選
秋
鮭
）、な
ど
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
商
品
が
商

標
の
登
録
を
受
け
、ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
ま
す
。ネ
ー

ミ
ン
グ
は
、漁
業
者
発
案
で
す
。鮮
度
の
良
さ
や
お
い
し

さ
な
ど
か
ら
チ
ェ
ー
ン
店
を
持
つ
居
酒
屋
な
ど
へ
定
着

profile
平山 明　ひらやま あきら 「歯舞地区マリンビジョン」
1958年北海道根室市歯舞生ま
れ。79年に歯舞漁業協同組合
に奉職。2002年から8年間は、
全道的にメジャ－であり、全国
販売をしている「はぼまい昆布
しょうゆ」の営業担当として全
道更には首都圏を中心とした
販促活動により事業を推進。10
年事業部長、12年、指導部長、
信用部長を経て、14年から現職。

歯舞ブランド確立に向けて多
様な取り組みを展開し、水産業
はもとより地域経済や社会の
活性化を目指す。歯舞水産物の
ブランド化を通じた漁業振興
と納沙布岬観光の振興による
地域の活性化に向けて関係者
が一体となって、活気のある地
域づくりに取り組んでいる。

上：さんま部会の「1本立ち歯舞さんま」
下：歯舞の良さをアピールするさまざまな活動
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「
都
市
・
漁
村
交
流
の
活
動
を
推
進
し
歯
舞
の
良
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
」は
、都
市・漁
村
交
流
を
積
極
的
に
推
進

し
、こ
の
地
域
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
地
域
の

発
展
に
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、春
に
は「
歯

舞
お
魚
祭
り
」、夏
は「
歯
舞
こ
ん
ぶ
祭
り
」、秋
に
は「
水

産
祭
り
」を
開
催
し
た
り
、根
室
市
で
行
わ
れ
る
数
々
の

水
産
イ
ベ
ン
ト
や
大
阪
や
札
幌
の
百
貨
店
催
事
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
歯
舞
こ
ん
ぶ
祭
り
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

し
ょ
う
。二
〇
〇
七
年
か
ら
毎
年
一
回
、八
月
下
旬
に

行
っ
て
い
る
こ
の
お
祭
り
は
、女
性
部
、青
年
部
、水
産
物

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
、漁
業
者
、市
、地
域
企
業
な
ど

が
参
加
し
地
域
一
体
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
一
四
年
の
第
八
回
目
か
ら
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

昆
布
漁
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。漁
業
者
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
が
漁
船
に
乗
っ
て
長
い
昆

布
採
り
に
挑
戦
す
る
も
の
で
す
。子
ど
も
た
ち
は
、想
像

以
上
に
重
く
長
い
昆
布
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
力

い
っ
ぱ
い
昆
布
を
巻
き
取
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、歯
舞
中
学
生
に
よ
る
ヨ
サ
コ
イ
や
獅

子
神
楽
保
存
会
に
よ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ
た
り
お
お
に

ぎ
わ
い
。ま
た
、第
一
回
目
か
ら
漁
協
の
指
導
船「
は
ぼ
ま

い
丸
」で
納
沙
布
岬
周
辺
を
遊
覧
航
行
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ
ち
ら
も
大
変
人
気
で
、一
度
、悪
天
候
で
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
時
は
、残
念
だ
と
い
う
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
ほ
ど
で
す
。

　

飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
昆
布
そ
ば
、た
ら
フ
ラ
イ
な
ど
が
、

ま
た
炉
端
コ
ー
ナ
ー
で
は
、ホ
タ
テ
や
イ
カ
の
ゴ
ロ
焼
き

な
ど
、い
ず
れ
も
歯
舞
の
特
産
物
を
素
材
に
使
っ
た
料
理

が
並
び
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。毎
年
工
夫
を
重
ね
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。お
客
さ
ま
も
増
え
続
け
て
お
り
、

昨
年
の
九
回
目
は
過
去
最
高
の
四
三
〇
〇
人
と
多
く
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。

　
地
域
の
誇
り
生
む
活
動
に

　

祭
り
の
他
に
も
、海
霧
の
発
生
し
な
い
一
〇
月
頃
か
ら

翌
年
三
月
位
ま
で
の
中
で
、北
方
領
土
を
眼
の
前
で
眺
望

で
き
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。納
沙
布
岬
途

中
ま
で
の
間
に
ラ
ッ
コ
や
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
、運
が
良

け
れ
ば
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
、シ
ャ
チ
な
ど
の
海
洋
生
物
、

さ
ら
に
は
、数
多
く
の
海
鳥
が
観
察
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
、日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
か
ら
も
数
多
く
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。他
に
も
半
島
海
岸
域
で
の
地
び
き
網
、

エ
ビ
か
ご
漁
業
の
体
験
な
ど
取
り
組
み
は
た
く
さ
ん
あ

り
、全
て
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
な

ほ
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
鋭
意
実
践
す
る
中
で
、今
ま
で
の
取
り
組
み

を
振
り
返
る
と
ど
う
す
れ
ば
地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る

の
か
、常
に
反
省
と
改
善
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
で
は
、マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
活
動
を
通
し
て
地

域
の
魅
力
に
気
づ
き
、今
や
、そ
れ
が
誇
り
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。ま
だ
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
、一
進
一
退
を
繰
り
返
し
て
い
る
状
態
で
す
。し
か

し
、「
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
活
動
」を
継
続
し
て
発
展
さ
せ
、

漁
村
の
特
性
を
情
報
発
信
し
な
が
ら
、「
交
流
人
口
の
増

加
」を
目
指
し
、四
つ
の
専
門
部
会
の
機
能
を
継
続
し
て

発
揮
し
、常
に
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

発
展
・
深
化
し
前
進
す
る
の
み
と
熟
考
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
続
け
私
た
ち
が
描
く
ビ
ジ
ョ

ン
に
近
づ
く
た
め
に「
継
続
は
力
な
り
！
」の
精
神
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。ぜ
ひ
、応
援
し
て
く
だ
さ
い
。　

し
徐
々
に
、広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。各
種
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
、直
接
消
費
者
と
触
れ
合
う
こ
と
も
、漁
業
者

の
士
気
を
上
げ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、は
ぼ
ま
い
昆
布
し
ょ
う
ゆ
を
使
用
し
て
の
地
域

協
働
も
生
ま
れ
、根
室
市
内
お
よ
び
近
隣
の
水
産
加
工
会

社
数
社
で
、は
ぼ
ま
い
昆
布
し
ょ
う
ゆ
を
使
用
し
た「
イ

ク
ラ
の
醤
油
漬
け
」等
魚
卵
の
加
工
商
品
が
出
さ
れ
る
な

ど
、更
に
は
札
幌
の
大
手
漬
物
会
社
か
ら
も
、こ
の
し
ょ

う
ゆ
を
使
用
し
た
大
根
や
ゴ
ボ
ウ
の
漬
物
が
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、商
品
の
売
れ
行
き
も
好
調
で
す
。

　
「
漁
民
が
居
住
す
る
こ
と
に
よ
る
多
面
的
な
機
能
の
強

化
」は
、持
続
可
能
な
漁
業
の
環
境
整
備
を
漁
民
自
ら

行
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、昆
布
漁
業
に
お
い
て
環
境
改

善
の
た
め
の「
雑
海
藻
駆
除
事
業
」、秋
鮭
に
つ
い
て
は

「
稚
魚
放
流
」な
ど
で
す
。

　

ま
た
、漁
民
や
そ
の
家
族
が
講
師
と
な
る
体
験
型
学
習

と
し
て
、地
元
小
学
生
を
対
象
と
し
た
沿
岸
で
の「
地
曳

き
網
」体
験
や
水
産
教
育
と
い
う
こ
と
で
、地
元
小・中
学

生
を
対
象
と
し
た
鮭
の
稚
魚
や
稚
ウ
ニ
の
放
流
、ア
サ
リ

貝
の
移
植
放
流
な
ど
の
実
施
。高
校
生
に
対
し
て
は
、当

漁
協
女
性
部
に
よ
る「
お
魚
の
出
前
料
理
教
室
」な
ど
、食

育
活
動
も
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
舞
こ
ん
ぶ
祭
り
が
大
人
気

　
「
地
域
の
衛
生・環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
」は

地
域
の
漁
港
愛
護
会
や
地
域
住
民
な
ど
と
連
携
し
て
、幅

広
い
地
域
ぐ
る
み
の
清
掃
活
動
の
実
施
や
将
来
の
漁
業

存
続
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
森
林（
魚
つ
き
林
）の
植

樹
活
動
も
、近
隣
の
野
山
に
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

北
方
領
土
の
象
徴
的
な
樹
木
で
あ
る「
千
島
桜
」の
移
植

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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インフォメーション

　

二
月
一
八
～
一
九
日
、「
ア
グ
リ
フ
ー

ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪
２
０
１
６
」を
開
催

し
ま
し
た
。大
阪
で
の
開
催
が
九
回
目

と
な
る
今
回
は
、四
二
九
先
の
農
業
者

お
よ
び
食
品
製
造
業
者
の
皆
さ
ま
に
ご

出
展
い
た
だ
き
ま
し
た
。来
場
者
は
一

万
五
四
九
〇
人
、商
談
引
合
件
数
は
五

〇
三
三
件
と
な
り
、会
場
は
活
発
な
商

談
や
交
流
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

大
阪
で
は
初
め
て
東
日
本
大
震
災

「
復
興
支
援
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し
、福

島
県
、茨
城
県
の
方
々
に
魅
力
あ
る
特

産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
は
、輸
出
や
六
次

産
業
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ

れ
、聴
講
し
た
出
展
者
と
の
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進
の
た
め

連
携
し
て
い
る
、独
立
行
政
法
人
日
本

貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）は
、ア
ジ

ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
海
外
一
六
カ

国
・
地
域
か
ら
日
本
食
材
の
輸
入
に
関

心
を
持
つ
一
八
社
の
バ
イ
ヤ
ー
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
、輸
出
商
談
の
機
会
を
設
け
ま
し

た
。ま
た
、海
外
展
開
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、ジ
ェ
ト
ロ
、日
本
貿
易
保
険
お
よ
び

貿
易
会
社
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招

き
、出
展
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
輸
出
に

関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

　

出
展
者
か
ら
は「
来
場
者
の
方
が
真

剣
に
話
を
聞
い
て
く
れ
、非
常
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
し
た
」、ま
た
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
は「
毎
回
こ
だ
わ
り
の
食
材
探
し

の
た
め
に
重
宝
し
て
い
る
展
示
会
の
一
つ

で
す
」「
毎
年
来
て
い
ま
す
が
、出
展
者

の
製
品
が
年
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
」な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
回
、第
一
一
回「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
２
０
１
６
」は
八
月
一
八

～
一
九
日
に
開
催
し
ま
す
。募
集
期
間

は
四
月
一
日
～
五
月
三
一
日
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://w
w

w
.agri-foodexpo.

com
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
号
で
第
一
〇
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
掲
載
し
ま
す
。　

 （
情
報
企
画
部
）

　
一
月
七
日
、富
山
県
の
農
業
後
継
者
育

成
機
関「
と
や
ま
農
業
未
来
カ
レ
ッ
ジ
」

で
、研
修
生
一
六
人
を
対
象
に
、富
山
支

店
農
林
水
産
事
業
統
轄
の
田
村
佳
隆
が

講
師
と
な
り
、経
営
戦
略
策
定
プ
ロ
セ
ス

や
農
業
経
営
計
画
の
策
定
方
法
な
ど
を

解
説
し
ま
し
た
。

　

講
義
後
、研
修
生
た
ち
は
経
営
管
理

に
必
要
な
項
目
チ
ェ
ッ
ク
を
通
じ
て
、就

農
後
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、新
規
就
農
に
お
け
る
資
金
制
度

な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま

し
た
。彼
ら
の
真
剣
な
表
情
か
ら
は
、富

山
県
農
業
を
け
ん
引
す
る
経
営
者
と
し

て
の
自
覚
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。　
　

 （
富
山
支
店
）

　

二
月
二
～
四
日
、九
州
経
済
連
合
会

と
の
共
催
で
韓
国
の
木
材
関
係
施
設
な

ど
を
視
察
。製
材
業
者
や
九
州
の
自
治

体
二
一
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
釜
山
の
日
系
木
材
物
流
施
設

を
視
察
し
、日
本
産
木
材
の
輸
出
の
流

通
工
程
を
学
び
ま
し
た
。翌
日
は
ソ
ウ
ル

の
木
材
輸
入
業
者
を
訪
問
し
、木
材
加

工
施
設
を
視
察
後
、日
本
産
木
材
の
普

及
の
可
能
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま

し
た
。参
加
者
か
ら
は「
現
地
を
視
察
し
、

木
材
輸
入
業
者
と
の
意
見
交
換
で
、輸

出
の
糸
口
が
見
え
て
き
ま
し
た
」な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
熊
本
支
店
）

「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪

２
０
１
６
」の
来
場
者
過
去
最
多

就
農
希
望
者
を
育
成
す
る「
と
や

ま
農
業
未
来
カ
レ
ッ
ジ
」で
講
義

官
民
一
体
の「
韓
国
木
材
視
察
・

商
談
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」を
開
催

熱心に講義を聴く研修生たち

国産材輸出に光が差した韓国視察

出展者は自慢の商品をPRします

●
交
叉
点
●
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農業の人材を育む力とは

農村の人口減少化を問う

10年先の水田農業を描く

特　集

特　集

特　集

シリーズ・その他

シリーズ・その他

シリーズ・その他

情報戦略レポート

情報戦略レポート

情報戦略レポート

経営紹介

経営紹介

経営紹介

―消費者動向調査の世帯分類別分析―

単独、夫婦のみ世帯が増加
食の志向は「健康」「経済性」強まる

―2014年下半期 食品産業動向調査―

食品産業景況は先行き改善見通し
HACCP導入に資金負担が問題

―稲作経営における収益性分析調査―

規模拡大・多角化の発展段階に応じた
経営資源の活用が高収益の鍵

■観天望気	 農業女子の情報発信力	 伊藤	淳子

■農と食の邂逅	 古代豚白石農場／埼玉県　白石 光江	 青山	浩子

■耳よりな話	 耕作放棄地放牧への期待	 山本	嘉人

■フォーラムエッセイ	 全ては畑から	 神保	佳永

■書　評	 日本農業新聞取材班 著 『鳥獣害ゼロへ! ―集落は私たちが守るッ』 青木	宏高

■まちづくりむらづくり	 OH!! 鰐 元気隊／青森県	 相馬	康穫

■その他	 AFCフォーラム総目次（2014年4月号~2015年3月号）

	 みんなの広場・編集後記

	 第10回アグリフードEXPO東京2015

■観天望気	 くいぢから	 辰己	佳寿子
■農と食の邂逅	 稲作経営・有限会社しらかわファーム／青森県　白川 幸枝	 青山	浩子
■フォーラムエッセイ	 オーガニックコットンに魅せられて	 杉田	かおる
■耳よりな話	 イチゴ生産を変えた電照促成栽培	 吉岡	宏
■まちづくりむらづくり	 特定非営利活動法人 学生人材バンク／鳥取県	 中川	玄洋
■書　評	 内山 節 著『自然と人間の哲学』	 村田	泰夫
■交叉点	 農業者の海外進出（現地生産）~台湾へ進出した花き生産者の挑戦~	 情報企画部	
■インフォメーション	 魅力ある経営ビジョンを探るセミナー・交流会を実施	 横浜支店
	 台湾市場を参考にした講演会フードネット in 北海道を開催	
	 	 札幌支店、帯広支店、北見支店
	 HACCP支援法に基づく計画認定業務の勉強会を開催	 融資企画部
	 アグリビジネス支援に向けたセミナー&交流会を開催	 岡山支店
■その他	 新規就農を希望される方へ
 みんなの広場・編集後記
 第10回アグリフードEXPO東京2015

■観天望気	 連携を支える「プロの脇役」たち	 大浦	久宜
■農と食の邂逅	 ひふみ養蜂園株式会社／千葉県　尾形 玲子	 青山	浩子
■耳よりな話		 母乳による免疫	 松原	豊
■フォーラムエッセイ	 農業に笑いを	 三遊亭	兼好
■まちづくりむらづくり	 LODEC Japan／長野県	 たつみ	かずき
■書　評	 池澤 夏樹 訳『古事記』	 宇根	豊
■インフォメーション	 エリア限定商談会で販路開拓を支援	 日本プロ農業総合支援機構
	 第10回「アグリフードEXPO東京2015」を開催します	 情報企画部
	 風評被害克服に向け個別商談会を実施	 福島支店
	 公庫資金への理解を深める研修会を開催	 前橋支店
	 再建遂げた企業のリーダーが漁業関係者の会で講演	 長崎支店
	 「やまぐち六次産業化・農商工連携研修会」を開催	 山口支店
	 「農の雇用事業」で人材育成・経営発展へ 農林水産省
■交叉点	 アジアの農業金融関係者が奈良県の先進農業を視察	奈良支店・情報企画部
■その他	 みんなの広場・編集後記
 第10回アグリフードEXPO東京2015

	 人材育成に生かすナレッジマネジメント 伊藤	房雄
	 農業の経営託せる人材の育成を急げ	 木村	伸男
	 多様な人材取り込み異分野と連携を	 木之内	均

	 「田園回帰」と地方創生―農山村におけるその意義― 小田切	徳美
 農業の活性化で農村の人口減少に歯止め 増田	寛也
 「消滅」回避に挑戦する過疎・高齢化の町 岸上	光克

	 水田農業コストダウンの可能性と課題	 秋山	満
	 水田畑輪作体系の構築に活路を見いだす	 梅本	雅
	 常識にとらわれない自己変革で変化に対応	 横田	修一

■経営紹介	 特別企画「アグリフードEXPO東京2015」
 株式会社坂利製麺所／奈良県
■変革は人にあり 大地 勝史　センナリ株式会社／広島県

■経営紹介	 特別企画「アグリフードEXPO東京2015」
 株式会社雲仙きのこ本舗／長崎県
■変革は人にあり 手塚 一利　有限会社山梨フルーツライン／山梨県

■経営紹介	 特別企画「アグリフードEXPO東京2015」
 株式会社ノベルズ／北海道
■変革は人にあり 髙井 眞佐実　株式会社赤城深山ファーム／群馬県



34　AFCフォーラム 2016・4

2015年7月号（第779号）

2015年8月号（第780号）

2015年9月号（第781号）

「農と食」をつなぐ未来

「農」のリーダー像に迫る

水産物安定供給への布石

特　集

特　集

特　集

シリーズ・その他

シリーズ・その他

シリーズ・その他

情報戦略レポート

特別座談会

情報戦略レポート

情報戦略レポート

経営紹介

経営紹介

経営紹介

―2014年下半期 農業景況調査―

農業景況DI 昨年は大幅悪化
今後の経営方針は規模拡大が４割超

―2014年度下半期 消費者動向調査―

国産品への支持傾向強まる
食品購入判断は、価格や国産を重視

―大規模施設トマト栽培（太陽光利用型植物工場）の収益性分析調査―

収量・単価の向上により
10a当たり売上高1,000万円を目標に

―青年等就農資金融資実績の分析結果―

40歳以下、非農家出身の
青年の就農を中心に融資で後押し

■観天望気	 「うまいッ!」食材の物語	 武内	陶子

■フォーラムエッセイ	「食と笑顔」を届ける	 相澤	りょう

■主張・多論百出	 野口種苗研究所	 野口	勲

■農と食の邂逅	 農業生産法人有限会社佐野ファーム／静岡県　佐野 敦子	 青山	浩子

■耳よりな話		 酪農関連の碑めぐり（その9）	 加茂	幹男

■書　評	 上原 浩 著『純米酒 匠の技と伝統』	 青木	宏高

■インフォメーション	 農業ビジネスの動向について大学生に講義	 近畿地区統轄

	 創造力あふれる高校生のビジネスプランを大募集		 グランプリ運営事務局

	 「技術の窓」で農業の最新技術情報を提供しています!

■その他	 「アグリフードEXPO東京」10年の歩み

 新規就農を希望される方へ

 みんなの広場・編集後記

 第10回アグリフードEXPO東京2015

■観天望気	 『スマート・テロワール』のすすめ	 松尾	雅彦

■農と食の邂逅	 愛媛エフ・エー・ゼット株式会社／愛媛県　玉井 奈緒子	 青山	浩子

■フォーラムエッセイ	 野菜いっぱい生活	 酒井	千佳

■主張・多論百出	 NPO法人ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会	 武藤	一夫

■耳よりな話	 刃物を使わず皮むきをする加工法	 野口	真己

■まちづくりむらづくり	 京都府相楽郡和束町	 堀	忠雄

■書　評	 三輪 節生 著『食卓からアサリが消える日』	 宇根	豊

■インフォメーション	戦略的経営で稼げる農業へ農業法人向けセミナー開催	 熊本支店

	 農業者と金融機関との関係発展を目指した研究会を開催	 鹿児島支店

	 北海道新幹線開業を見据えた商談会を開催	 青森支店

	 農産物のブランド構築に公的支援制度活用の講演	 甲府支店

■その他	 新規就農を希望される方へ

 みんなの広場・編集後記

 第10回アグリフードEXPO東京2015

■観天望気	 魚食文化を守る	 服部	幸應

■農と食の邂逅	 本間農園／佐賀県　本間 綾	 青山	浩子

■フォーラムエッセイ	 魚熱	 麻木	久仁子

■耳よりな話	 人工甘味料の不思議なブレンド効果	 河合	崇行

■主張・多論百出	 八面六臂株式会社	 松田	雅也

■まちづくりむらづくり	 群馬県利根郡みなかみ町	 河合	進

■書　評	 山下 一仁 著『日本農業は世界に勝てる』	 村田	泰夫

■インフォメーション	「食品安全に関する有害微生物の実態調査の結果集」 を公表しました 
	 	 農林水産省	消費・安全局	消費・安全政策課

	 経営のレベルアップを目指す農業者へ出張講義を実施	 仙台支店

	 岡山市内で中国四国ブロックの農林水産交流会を開催	 中国四国地区統轄

	 「アグリフードEXPO輝く経営大賞」受賞者決定	 情報企画部

■その他	 みんなの広場・編集後記

 第9回アグリフードEXPO大阪2016

	 農産商品の開発に必要な多視点の条件	 平岡	豊
	 金融機関に問われる農業経営のサポート	 細川	拡厚

	 いま農業現場に求めるリーダーシップ	 小野	善生
	 集落営農組織の法人化が地域を変えた	 吉弘	昌昭
	 自由化時代を読み成長を続ける経営手腕		 境野	徳夫

	 どうする日本の漁業資源管理の在り方	 濱田	武士
	 強い漁業経営はいかにしてつくるか	 柳川	延之
	 流通から見る水産業界これからの時代	 石井	元

■経営紹介	 特別企画「アグリフードEXPO東京2015」
 有限会社ハーレイ牧場／栃木県
■変革は人にあり 秋竹 新吾　株式会社早和果樹園／和歌山県

■経営紹介	 特別企画「アグリフードEXPO東京2015」
 スギ製菓株式会社／愛知県
■変革は人にあり 河二 敏雄　有限会社かわに／石川県

■経営紹介 株式会社未来農業計画／長野県
■変革は人にあり 矢野 仁　株式会社和農産／山形県

1×2×3=6次産業化の未来
「農と食」をつなぐ使命
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2015年10月号（第782号）

2015年11月号（第783号）

2015年12月号（第784号）

農業インフラを思索する

有能者来たれ! 農業で働く

インバウンド、農への条件

特　集

特　集

特　集

シリーズ・その他

シリーズ・その他

シリーズ・その他

第10回「アグリフードEXPO東京2015」セミナー

特別企画

特別企画

経営紹介

経営紹介

経営紹介

外食産業の価値創造戦略 生産者と取り組む新たなメニュー創り
  矢崎 精二

平成27年度アグリフードEXPO輝く経営大賞（東日本エリア） 
～駆け上がる地域農業の担い手たち～
有限会社 古代米浦部農園／群馬県

平成27年度アグリフードEXPO輝く経営大賞（西日本エリア）
～駆け上がる地域農業の担い手たち～
有限会社 かわに／石川県

EXPO-TEN 深掘りレポート
提案する。六次産業化成功への多視点考察	 平岡 豊

日本食輸出先としての香港市場 海外マーケティングにおける4つの提案
  伊東 正裕

■観天望気	 生産性向上の意味	 荒幡	克己

■農と食の邂逅	 有限会社アグリおき／島根県　遠藤 亜希　遠藤 理佳	 青山	浩子

■耳よりな話	 イチゴ栽培の救世主「高設栽培」	 吉岡	宏

■フォーラムエッセイ	 伝え残したい行事菓子	 中山	圭子

■まちづくりむらづくり	 NPO法人きらり水源村／熊本県	 宮原	美佐子

■書　評	 香坂 玲・冨吉 満之 共著
	 『伝統野菜の今―地域の取り組み、地理的表示の保護と遺伝資源』	 青木	宏高

■主張・多論百出	 銀座農園株式会社	 飯村	一樹

■インフォメーション	 第9回「アグリフードEXPO大阪2016」の出展者を募集しています	 情報企画部

	 第10回EXPO東京は出展者数、来場者数ともに過去最多	 情報企画部

	 群馬県内の若手農業者が参加するワークショップを開催	 前橋支店

	 農業経営アドバイザーの連携強化を図る連絡会を開催	 盛岡支店

■その他	 みんなの広場・編集後記

 第9回アグリフードEXPO大阪2016

■観天望気	 経営改善に向けて	 安達	長俊

■農と食の邂逅	 夕日ヶ丘レストラン善生／北海道　善生 さおり	 青山	浩子

■耳よりな話		 酪農関連の碑めぐり（その10）	 加茂	幹男

■書　評	 山下 祐介 著『地方消滅の罠』	 宇根	豊

■まちづくりむらづくり	 粟田川流域農地・水・環境を守る会／広島県	 藤本	勲

■インフォメーション	 山形庄内の特産品の輸出で地方創生をサポート	 山形支店

	 地域リーダーとなる担い手を育てる農業大学校で講義実施	 帯広支店

	 商品開発ポイントや六次産業化の事例紹介する懇談会開催	 高知支店

	 若者の発想や想像力を養うプラン作成をサポート	 広島支店

■その他	 みんなの広場・編集後記

 第9回アグリフードEXPO大阪2016

■観天望気	 農村インバウンド観光の基本	 大江	靖雄

■農と食の邂逅	 有限会社まるせい果樹園／福島県　佐藤 ゆきえ	 青山	浩子

■フォーラムエッセイ	 運命の出会い	 魚住	りえ

■主張・多論百出	 NPO法人いすみライフスタイル研究所 ちばの野菜伝道師	 髙原	和江

■耳よりな話	 肥料資源としての家畜ふん堆肥	 加藤	直人

■まちづくりむらづくり	 NPO法人安心院町グリーンツーリズム研究会／大分県	 宮田	静一

■書　評	 弘兼 憲史 著『島耕作の農業論』	 村田	泰夫

■インフォメーション	 農業の担い手が県内最大農業法人を視察	 秋田支店

	 千葉の農業の「今」をラジオで紹介	 千葉支店

	 20周年記念の交流会と記念式典を開催	 九州地区統轄

	 大阪市内で食品産業の企業交流会を開催	 近畿地区統轄

■その他	 新規就農を希望される方へ

 みんなの広場・編集後記

 第9回アグリフードEXPO大阪2016

	 担い手育成も観点にインフラ整備と保全	 荘林	幹太郎
	 水田の大区画化と汎用化による農業活力	 瀧川	拓哉
	 独自の基盤整備で独自の経営を展開	 田中	正保

	 就農者の確保には必要な人材を明示	 岩佐	宏明
	 働いてみたいと思える職場をつくる	 熊本	伊織
	 雇用型農業経営に求められる労務管理	 入来院	重宏

	 農村に起こすインバウンドの動きを追って	
本誌編集部「インバウンド」特別取材班

	 アイデアで外国人観光客誘致の地域力	 浪川	桂一郎
	 外国人観光客もターゲットに観光立県戦略	 五田	嘉博

■経営紹介	 銚子市漁業協同組合／千葉県
■変革は人にあり 林 博文　特定非営利活動法人ピアファーム／福井県

■経営紹介	 マルミツアグリ株式会社／熊本県
■変革は人にあり 柏木 清　株式会社柏木牧場／神奈川県

■経営紹介	 有限会社久在屋／京都府
■変革は人にあり 大西 隆　農事組合法人セントラルローズナーセリー／岐阜県
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総目次

2016年1月号（第785号）

2016年2月号（第786号）

2016年3月号（第787号）

フードマーケット新潮流

森林・林業の新時代が来る

3・11大震災5年後。飛躍へ

特　集

特　集

特　集

シリーズ・その他

シリーズ・その他

シリーズ・その他

情報戦略レポート

情報戦略レポート

情報戦略レポート

特別座談会

経営紹介

経営紹介

経営紹介

―2015年上半期 農業景況調査―

農業景況ＤI上半期は多くの業種で大幅改善
5業種でプラスに転化

―2015年度上半期 消費者動向調査―

安全、おいしさ、見た目などの
品質面で国産支持

経営再開や復旧・復興が本格化 
震災からの復興を今後も全力で支援

座談会 特集インサイドストーリー
3.11。茫然自失の瞬間から
復興再生の来る日見つめて

■観天望気	 米国でも、食はファストからスローへ	 小川	孔輔
■主張・多論百出	 特定非営利活動法人日本ジビエ振興協議会	 小谷	浩治
■農と食の邂逅	 株式会社善太／兵庫県　清水 くみ子	 青山	浩子
■フォーラムエッセイ	 誕生日に娘が欲しがったもの	 田中	章義
■耳よりな話	 牛疫と動物衛生研究所	 佐藤	真澄
■まちづくりむらづくり	 宮崎県東諸県郡綾町	 前田	穰
■書　評	 盛田 淳夫 著『ゆめのちから―食の未来を変えるパン』	 青木	宏高
■トレンド・アイ	 国産食肉の活路を開く ― HACCPの力 ― 日本畜産興業株式会社／埼玉県
■インフォメーション	 三事業合同でかがわビジネス交流会を開催	 高松支店
	 三事業連携の島根県産品業者の交流会を開催	 松江支店
	 稲作経営に係る意見交換会を開催	 青森支店
	 子ども絵画展2015の農林水産事業本部長賞を決定	 情報企画部
■その他	 衛生・品質管理向上をお考えの食品製造・加工業者の皆さまへ
	 みんなの広場・編集後記
 第9回アグリフードEXPO大阪2016

■観天望気	 持続可能な森林・林業へ	 酒井	秀夫

■農と食の邂逅	 大田原市森林組合／栃木県　齋藤 朱里	 青山	浩子

■フォーラムエッセイ	 パーティーの主役たち	 西口	彰子

■主張・多論百出	 日本産・原木乾しいたけをすすめる会	 小川	武廣

■耳よりな話	 画期的な閉鎖型苗生産システム	 吉岡	宏

■まちづくりむらづくり	 豊森なりわい塾／愛知県	 中川	恵子

■書　評	 山下 惣一 著『小農救国論』	 宇根	豊

■インフォメーション	 名古屋市内で東海ブロックの交流会を開催	 東海北陸地区統轄

	 マイナンバーをテーマに三事業合同交流会を開催	 水戸支店

	 「広島発！ 企業の街コン」を開催	 広島支店

	 近畿管内の林業関係者による友の会を開催	 京都支店

■その他	 衛生・品質管理向上をお考えの食品製造・加工業者の皆さまへ

 みんなの広場・編集後記

 第９回アグリフードEXPO大阪2016

■観天望気	 真の「地方創生」に求められること	 片山	善博

■農と食の邂逅	 株式会社やさいの樹／静岡県　塚本 佳子	 秋岡	榮子

■耳よりな話	 酪農関連の碑めぐり（その11）	 加茂	幹男

■書　評	 窪田 新之助 著『GDP４％の日本農業は自動車産業を超える』	 村田	泰夫

■まちづくりむらづくり	 NPO法人やまぐち里山環境プロジェクト／山口県	 嘉村	則男

■インフォメーション	「農業経営支援セミナー in 新潟」を開催	 新潟支店

	 農産物販売戦略を学ぶ交流会を開催	 帯広支店

	 マッチングも実現した交流会を開催	 宇都宮支店

	 宮城県内の稲作農家を対象とした勉強会を開催	 仙台支店

■交叉点		 特別リポート 米国養豚業の競争力を探る～アイオワ州訪問記～	 千葉支店

■その他	 みんなの広場・編集後記

 第11回アグリフードEXPO東京2016

	 国産野菜で中食産業の新潮流は可能か	 大隅	和昭
	 調理改善が進む介護食品市場に新潮流	 齊木	乃里子
	 食品供給元が「安全」で選択される	 加藤	光夫

	 持続可能な林業と国産材利用の推進	 宇野	聡夫
	 自伐型林業が新しい担い手をつくる	 興梠	克久
	 林業経営の担い手は緑の雇用策から	 奥山	洋一郎

	 地域の特性を制約条件に農業が新展開	 伊藤	房雄
	 確かな検証から考える漁業復興の方策	 廣吉	勝治
	 現地ルポ 原発被害を乗り越える農業立県	 村田	泰夫

■経営紹介 農事組合法人たねっこ／秋田県
■変革は人にあり 小林 紀彦　有限会社小林牧場／北海道

■経営紹介 株式会社御子神畜産／千葉県
■変革は人にあり 北岡 幸一　丸和林業株式会社／高知県

■経営紹介 株式会社大分サンヨーフーズ／大分県
■変革は人にあり 曽根原 久司　NPO法人えがおつなげて／山梨県



■編集
　大本 浩一郎　嶋貫 伸二　清村 真仁
　飯田 晋平　　小形 正枝　城間 綾子
　林田 せりか

■編集協力
　青木 宏高　牧野 義司

■定価　514円（税込）
ご意見、ご提案をお待ちしております。
巻末の児童画は全国土地改良事業団体連合会 

　主催の「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展 
　の入賞作品です。

■印刷　凸版印刷株式会社
■販売
　（一財）農林統計協会
　〒153-0064　東京都目黒区下目黒3-9-13
　目黒・炭やビル
　Tel. 03（3492）2987
　Fax. 03（3492）2942
　E-mail　publish@aafs.or.jp
　ホームページ　http://www.aafs.or.jp/

■発行
　（株）日本政策金融公庫　農林水産事業本部
　Tel. 03（3270）2268
　Fax. 03（3270）2350
　E-mail　anjoho@jfc.go.jp
　ホームページ　http://www.jfc.go.jp/

編集後記

農
林
水
産
物
の
輸
出
金
額
増
加
は
三

年
連
続
で
、農
産
物
、林
産
物
、水
産
物

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
、

ま
さ
に
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。輸
出
に
当
た
っ
て
文
化
や

検
疫
、制
度
な
ど
の
違
い
に
対
策
を
打
つ

こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、多
様

性
に
対
応
す
る
そ
の
努
力
は
国
内
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
攻
略
に
も
必
ず
役
に
立
つ

こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　

 （
嶋
貫
）

皆
さ
ん
は
早
朝
か
ら
卵
を
買
う
た
め

に
並
び
ま
す
か
？
「
農
と
食
の
邂
逅
」の

寿
雀
卵
を
買
う
行
列
を
見
て
く
だ
さ
い
。

ど
れ
だ
け
お
い
し
い
卵
な
の
か
と
、卵
好

き
の
私
は
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。お
客

さ
ま
が
少
し
で
も
卵
を
買
い
や
す
い
よ

う
に
と
、そ
の
行
列
解
消
に
取
り
組
む
真

秋
さ
ん
。自
分
が
い
な
く
て
も
経
営
が
成

り
立
つ
会
社
が
理
想
と
ク
ー
ル
に
語
る

寿
雀
株
式
会
社
三
代
目
で
す
。  （
小
形
）

川
原
さ
ん
、阿
部
さ
ん
が
米
国
、中
国
、

タ
イ
、英
国
へ
の
米
、ト
マ
ト
、ブ
ド
ウ
の

輸
出
を
例
に
挙
げ
市
場
性
を
見
極
め
る

こ
と
の
大
切
さ
を
説
か
れ
て
い
ま
す
。記

事
を
読
ん
で
、考
え
方
や
評
価
は
国
に
よ

り
ず
い
ぶ
ん
違
う
こ
と
を
理
解
し
ま
し

た
。中
で
も
マ
ス
カ
ッ
ト
は
、そ
の
名
称

自
体
が
通
じ
な
い
、ま
た
は
別
の
も
の
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
と
い
う
こ
と
に
び
っ
く

り
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

  （
城
間
）

三
三
ペ
ー
ジ
か
ら「
総
目
次
」を
掲
載

し
て
い
ま
す
。こ
の
部
分
の
編
集
作
業
を

行
う
と
、ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
執
筆
者
の

方
々
や
実
際
に
会
っ
て
お
話
を
伺
っ
た

方
々
と
の
や
り
取
り
を
思
い
出
し
ま
す
。

短
い
期
間
で
、多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
無
事
に
発
行
で
き
た
こ
と
を
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
農
林
漁

業
の
経
営
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し

て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　

  （
林
田
）

♠『
Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』二
月
号「
森

林
・
林
業
の
新
時
代
が
来
る
」の
タ
イ
ト

ル
を
見
た
瞬
間
、胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
二
月
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
署
名
式
も
開
催
さ
れ
、

い
よ
い
よ
農
政
新
時
代
の
幕
開
け
だ
と
思

い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
、森
林
・
林
業
に

お
い
て
も
新
時
代
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
町
は
小
さ
な
町
で

す
が
、現
在
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施

設
が
建
設
中
で
、自
伐
林
家
の
方
々
は

関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。ま
た
、今
後
は

森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
林
業
に
も
注

目
が
集
ま
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
私
は
自
伐
林
家
で
も
、森
林
組
合
員
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、映
画「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｊ

Ｏ
Ｂ
！ 

～
神
去
な
あ
な
あ
日
常
～
」を
見

て
以
来
、林
業
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。些さ
さ
い細

な
こ
と
を
き
っ

か
け
に
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
関
心

を
持
つ
姿
勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

（
三
重
県
多
気
郡
多
気
町　
三
井 

諭
）

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

　

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展
に

向
け
た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み
ん
な
の

広
場
」に
掲
載
し
ま
す
。二
〇
〇
字
程
度
で

す
が
、誌
面
の
都
合
上
、編
集
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。住
所
、氏
名
、年
齢
、

職
業
、電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

掲
載
者
に
は
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒一〇
〇
︲
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町一︲
九
︲
四

大
手
町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ
テ
ィ 

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
三
︲
三
二
七
〇
︲二
三
五
〇

メール配信サービスのご案内

　日本公庫農林水産事業本部では、メール配
信による農業・食品産業に関する情報の提供を
しています。メール配信サービスの主な内容は次
の4点です。

①日本公庫の独自調査（農業景況調査、食品
産業動向調査、消費者動向調査など）結果

②公庫資金の金利情報や新たな資金制度の
ご案内、プレス発表している日本公庫の最新
動向

③農業技術の専門家である日本公庫テクニカ
ルアドバイザーによる農業・食品分野に関する
最新技術情報「技術の窓」

④日本公庫が発行する『ＡＦＣフォーラム』『アグ
リ・フードサポート』のダウンロード

　メール配信を希望される方は、日本公庫のホー
ムページ（http://www.jfc.go.jp/n/service/
mail_nourin.html）にアクセスしてご登録くださ
い。　　　　　　　　 　　　（情報企画部）
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AFCフォーラム 読者アンケート（2016年4月号）
「AFCフォーラム」をご愛読いただきまして、ありがとうございます。本誌をより充実させるために、

アンケートにご協力をお願いいたします。このままFAXか郵送でお送りください。

観天望気 耳よりな話
経営紹介
変革は人にあり
書　評
まちづくりむらづくり
みんなの広場

情報戦略レポート
農と食の邂逅

農産物輸出には日本食文化のすすめ
徹底したマーケティングで輸出拡大を
米卸が海外市場で輸出拡大する知恵

特集

お名前（フリガナ）

ご住所 〒 ―

性　別

男性
歳女性

年　齢 職　業

記事区分 記事区分良かった 良かったどちらとも
いえない

どちらとも
いえない良くなかった 良くなかった

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

―tel. ―

FAX  03-3270-2350扌 扌

【お問い合わせ先】 日本政策金融公庫農林水産事業本部　情報企画部情報サービスグループ　電話 03-3270-2268

1 掲載記事について、内容はいかがでしたでしょうか？（○をご記入ください）

2 AFCフォーラムで取り上げてほしい特集テーマがありましたら、ご記入ください。

3 本誌への感想や農林漁業の発展に向けたご意見などを200字程度でお寄せください。選定のうえ本誌「みんなの広場」に
掲載させていただきます。

（紙面の都合上、編集させていただく場合がありますので、あらかじめご了承ください）
掲載の場合には薄謝を進呈いたします。（匿名での投稿はご遠慮ください）

AFCフォーラム編集部宛

ご協力ありがとうございました。


